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柳
田
国
男
と
西
洋
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高　
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昌　

史
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序

　

現
在
、
本
学
民
俗
学
研
究
所
に
は
、
民
俗
学
の
創
始
者
柳
田
国
男
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
膨
大
か
つ
貴
重
な
書
籍
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
、
洋
書
は
単
行
本
約
一
四
〇
〇
冊
余
、
雑
誌
は
約
九
〇
〇
冊
を
数
え
る（

１
）。

柳
田
は
そ
の
語
学
力
を
活
か
し
て
多
く
の
洋
書
を

読
ん
で
い
た
。『
柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』
に
そ
の
一
覧
が
ジ
ャ
ン
ル
別
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
『
目
録
』
に
記
載
の
な
い

洋
書
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
で
は
、
わ
が
国
に
民
俗
学
を
樹
立
す
る
に
際
し
て
、
柳
田
は
ど
の
よ
う
な
西
洋
文
献
を
読
ん
で
い
た
の
か
、

ま
た
そ
こ
か
ら
何
を
学
び
、
そ
れ
を
自
身
の
学
問
に
ど
う
活
用
し
た
の
か
。
今
回
は
、
従
来
あ
ま
り
論
究
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

こ
の
問
題
を
採
り
上
げ
て
み
た
い
。

　

柳
田
は
、
あ
る
時
期
、
集
中
的
に
西
洋
の
文
献
を
読
破
し
た
。
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
初
春
、
沖
縄
・
奄
美
旅
行
の
帰
路
、
彼

は
国
際
連
盟
委
任
統
治
委
員
を
電
報
で
打
診
さ
れ
（『
故
郷
七
十
年
』
（
２
））、
同
年
五
月
に
は
、
そ
の
仕
事
に
就
く
べ
く
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
出

発
し
た
。
年
末
、
一
度
帰
国
し
た
後
、
翌
十
一
年
六
月
、
彼
は
再
度
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
向
か
い
、
大
正
十
二
年
九
月
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
滞
在
し
た
が
、
関
東
大
震
災
の
報
を
受
け
、
急
遽
ロ
ン
ド
ン
か
ら
同
年
十
一
月
帰
国
し
た（

３
）。

　

以
上
、
二
度
に
わ
た
る
滞
欧
時
代
、
柳
田
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
（
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
等
）
を

旅
行
し
、
行
く
先
々
で
洋
書
を
購
入
し
日
本
に
送
っ
た
。
渡
欧
以
前
か
ら
彼
は
洋
書
を
読
ん
で
い
た
が
、
特
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
か
ら
帰

国
後
の
約
十
年
間
は
、
買
い
求
め
た
英
語
、
独
語
、
仏
語
等
の
文
献
を
精
力
的
に
研
究
し
た（

４
）。
そ
の
様
子
は
、
彼
の
著
作
、
例
え
ば
、

『
青
年
と
学
問
』（
一
九
二
八
年
）、『
民
間
伝
承
論
』（
一
九
三
四
年
）
そ
し
て
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』（
一
九
三
五
年
）
等
に
窺
わ
れ

る（
５
）。

今
回
は
、
こ
の
三
冊
を
主
に
参
照
す
る
。
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一　

時
代
環
境

　

本
題
に
入
る
前
に
、
柳
田
が
置
か
れ
た
時
代
的
な
背
景
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
柳
田
（
松
岡
）
国
男
は
明
治
八
年
、
す
な
わ
ち
、

一
八
七
五
年
、
兵
庫
県
辻
川
に
生
ま
れ
た（

６
）。

明
治
維
新
か
ら
間
も
な
い
頃
で
、
長
く
続
い
た
鎖
国
が
終
わ
り
、
日
本
は
世
界
、
特
に

西
洋
に
本
格
的
に
目
を
向
け
始
め
て
い
た
。

　

端
緒
を
開
い
た
の
は
福
沢
諭
吉
（
一
八
三
四
―
一
九
〇
一
）
で
、
彼
は
生
涯
に
三
度
欧
米
を
旅
し
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
『
西
洋

事
情
』（
一
八
六
六
―
七
〇
）
を
著
し
た
が
、
一
八
六
三
年
、
遣
欧
使
節
団
の
一
員
と
し
て
ド
イ
ツ
に
行
っ
た
際
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
で

晩
年
の
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
を
表
敬
訪
問
し
た
可
能
性
が
高
い（

７
）。

柳
田
が
本
格
的
に
口
承
文
芸
の
研
究
に
着
手
し
た
と
き
、
中
心
に

据
え
た
の
は
グ
リ
ム
兄
弟
の
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
で
あ
っ
た（

８
）。

　

柳
田
と
縁
の
深
い
人
物
と
し
て
は
、
先
ず
新
渡
戸
稲
造
（
一
八
六
二
―
一
九
三
三
）
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
新
渡
戸
は
札
幌
農
学

校
を
卒
業
後
、
東
京
帝
大
で
英
文
学
と
理
財
統
計
学
を
学
び
、
私
費
で
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
に
留
学
、
ア
メ
リ
カ
で
『
武
士
道
』

Bushido

（
一
九
〇
〇
）
を
英
語
で
刊
行
し
た
。
同
じ
農
政
学
を
専
門
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
柳
田
は
、
新
渡
戸
が
帰
国
後
、

明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
―
『
遠
野
物
語
』
発
表
の
年
―
、
後
者
と
と
も
に
「
郷
土
会
」
を
立
ち
上
げ
、
機
関
紙
『
郷
土
研
究
』

（
一
九
一
三
～
一
七
年
）
を
発
刊
し
て
い
る（

９
）。
そ
の
後
、
新
渡
戸
は
渡
欧
し
国
際
連
盟
の
事
務
次
長
に
な
り
、
柳
田
を
国
際
連
盟
委
任

統
治
委
員
に
推
挙
し
た
。
二
人
は
幾
重
に
も
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　

新
渡
戸
と
同
年
の
森
鴎
外
（
一
八
六
二
―
一
九
二
二
）
は
、
足
掛
け
五
年
間
、
医
学
の
研
究
の
た
め
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
が
（
一

八
八
四
～
八
八
年
）、
医
者
の
家
系
に
生
ま
れ
た
柳
田
は
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
、
十
五
歳
の
折
り
、
彼
の
実
兄
で
医
師
の

井
上
通
泰
の
紹
介
で
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
朝
し
て
間
も
な
い
森
鴎
外
を
初
め
て
訪
ね
て
い
る
。
以
後
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年

頃
ま
で
、
雑
誌
『
し
が
ら
み
草
紙
』
等
を
通
じ
て
、
柳
田
は
鴎
外
と
親
密
に
交
流
し
、
西
欧
文
学
へ
の
目
を
開
か
れ
た（

（1
（

。
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世
紀
が
変
わ
る
一
九
〇
〇
年
前
後
、
西
洋
と
の
関
わ
り
の
あ
る
人
物
は
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
美
術
評
論
家
の
岡
倉
天
心
（
一
八

六
二
―
一
九
一
三
）
は
、
一
八
八
六
年
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
共
に
欧
米
に
出
張
し
、『
東
洋
の
理
想
』（
一
九
〇
三
）
を
英
語
で
刊
行
し（

（1
（

、

夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
―
一
九
一
六
）
は
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
（
一
九
〇
〇
～
〇
三
年
）、
帰
国
後
、
東
京
帝
大
で
英
文
学
を
講
じ
た（

（1
（

。

柳
田
は
日
本
人
に
と
っ
て
西
洋
が
強
く
意
識
さ
れ
た
時
代
に
生
き
た
。
森
鴎
外
や
新
渡
戸
稲
造
な
ど
、
西
洋
の
息
吹
が
直
接
感
じ
ら

れ
る
環
境
の
只
中
に
彼
は
い
た
の
で
あ
る
。

二　

洋
書
文
献

　

柳
田
が
洋
書
文
献
を
一
気
呵
成
に
読
ん
で
い
た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
滞
在
前
後
、
す
な
わ
ち
、
一
九
一
〇
年
頃
か
ら
一
九
三
〇
年
頃
ま
で

の
約
二
十
年
間
は
、
翻
っ
て
み
る
と
、
西
洋
で
は
民
俗
学
［
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
］
や
民
族
学
［
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
］
が
学
問
と
し
て
確
立

さ
れ
、
し
か
も
瞬
く
間
に
そ
れ
は
隆
盛
を
迎
え
て
い
た
。
前
述
の
柳
田
文
庫
に
は
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
刊
行
さ
れ
た
重
要
文
献
が

多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
初
め
に
、
そ
の
中
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
幾
つ
か
紹
介
し
、
続
い
て
、
そ
れ
を
柳
田
の
著

作
と
照
合
し
な
が
ら
、
柳
田
民
俗
学
の
成
立
背
景
に
光
を
投
じ
て
み
た
い（

（1
（

。

１　

歴
史
／
紀
行
文

　

＊�

ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
エ
ジ
プ
ト
と
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
』H

erodotus, Egypt and Scythia, described by H
erodotus, ［N

ew
 

Y
ork

］, 1886.

（
英
訳
版
）

　

＊�

パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
「
ギ
リ
シ
ア
案
内
記
」
全
六
巻Pausanias, Pausanias ’s D

escription of Greece, tr. w
ith a 

com
m
entary by J. G. Frazer, v. 1–6, London, 1913.

（
英
訳
版
）

２　

文
学
／
文
献
学
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＊�

Ｊ
・
ボ
ル
テ
／
Ｇ
・
ポ
リ
フ
カ
『
グ
リ
ム
兄
弟
の
「
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
」
注
解
』
全
五
巻J. Bolte/G. Polívka, A

n-
m
erkungen zu den K

inder-und H
ausm

ärchen der Brüder Grim
m
, 5Bde., Leipzig, 1913, 1915, 1918, 1930, 

1932.

３　

民
族
学
／
人
類
学　

　

＊�

Ｅ
・
Ｂ
・
タ
イ
ラ
ー
『
原
始
文
化
』E. B. T

ylor, Prim
itive Culture, London, 1913.

　

＊�

Ｊ
・
Ｇ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
『
金
枝
篇
』
全
十
二
巻
（
一
巻
欠
）J.G. Frazer,T

he Golden Bough., London, 1911–1915.

　

＊�

Ｊ
・
Ｇ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
『
旧
約
聖
書
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
全
三
巻J.G. Frazer, Folk-lore in the O

ld T
estam

ent, 3v., 
London, 1918.

４　

社
会
哲
学

　

＊
Ｌ
・
ブ
リ
ュ
ー
ル
『
原
始
神
話
学
』Lévy-Bruhl, La m

ythologie prim
itive, 3. ed., Paris, 1935.

　

＊
Ｌ
・
ブ
リ
ュ
ー
ル
『
原
始
心
性
』Lévy-Bruhl, Prim

itive m
entality, tr. by Lilian A

. Clare, London, 1923.

（
英
訳
版
）

三　

民
俗
学
の
構
築

　

柳
田
は
自
伝
『
故
郷
七
十
年
』
の
中
で
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
行
き
の
頃
か
ら
民
俗
学
研
究
へ
の
意
志
を
固
め
て
い
た
こ
と
を
告
白
し
て

い
る（

（1
（

。
以
前
か
ら
洋
書
は
購
入
し
て
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
は
そ
の
収
集
に
と
っ
て
格
好
の
機
会
で
も
あ
っ
た
。
大
量
の
文
献

を
活
用
し
て
、
彼
は
い
よ
い
よ
本
格
的
に
民
俗
学
の
構
築
に
向
け
て
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
彼
は
ど
の
よ
う
な
文
献
を
読

ん
で
い
た
の
か
。
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１　

歴
史
／
紀
行
文

　

民
俗
学
を
日
本
で
確
立
す
る
た
め
に
、
柳
田
は
西
洋
の
学
問
を
組
織
的
・
体
系
的
に
研
究
し
た
。
そ
の
た
め
に
実
に
幅
広
く
基
本

文
献
を
収
集
し
た
。
先
ず
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
彼
は
目
を
向
け
た
。
特
に
歴
史
家
ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
そ
し
て
紀
行
作
家
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス

で
あ
る
。『
青
年
と
学
問
』
に
収
録
さ
れ
た
「
日
本
の
民
俗
学
」（
一
九
二
六
年
の
講
演
、
原
題
「
民
俗
学
の
現
状
」）
の
中
で
、
彼
は
こ

う
語
る
（
今
日
的
に
は
差
別
的
表
現
も
あ
る
が
、
原
文
の
ま
ま
引
用
す
る
）。

　

し
か
る
に
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
ま
た
そ
れ
か
ら
出
た
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
じ
っ
さ
い
最
初
に
は
そ
の
土
人
の
み
の
土
俗
を
記

述
し
ま
た
考
察
す
る
学
問
で
あ
っ
た
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
以
来
、
こ
れ
が
学
者
の
常
の
癖
で
あ
っ
て
、
自
分
ら
の
生
活
様
式
思
想
ま

た
は
信
仰
は
、
普
通
の
こ
と
当
り
前
の
こ
と
で
、
た
だ
こ
れ
か
ら
隔
絶
し
た
奇
異
な
る
も
の
の
み
が
、
智
識
と
し
て
後
代
に
伝

う
る
価
値
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

様
々
な
民
族
の
「
土
俗
」
を
記
述
す
る
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
／
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
の
原
点
に
、
柳
田
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
家
ヘ

ロ
ド
ト
ス
を
位
置
づ
け
る
。
そ
の
際
、「
隔
絶
し
た
奇
異
な
る
も
の
」
へ
の
関
心
が
根
本
動
機
に
あ
っ
た
と
見
る
。
ま
た
『
郷
土
生

活
の
研
究
法
』
の
「
諸
外
国
の
民
俗
研
究
」
の
章
で
は
「
文
書
以
外
の
史
料
を
粗
末
に
せ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
文
献
の
乏
し
い
国
や

時
代
に
は
当
然
の
話
」
で
あ
っ
た
と
し
て
、
彼
は
こ
う
続
け
る
。

　

従
っ
て
国
民
の
間
に
伝
わ
っ
て
い
る
歴
史
な
ど
は
、
そ
の
全
部
が
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
え
ば
、
プ

リ
ニ
ウ
ス
や
パ
ウ
サ
ニ
オ
ス
、
さ
て
は
ヘ
ロ
ド
ト
ス
も
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
も
、
す
べ
て
郷
土
研
究
の
鼻
祖
で
あ
っ
た
と
言
え
る（

（1
（

。
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「
郷
土
研
究
」
は
、
こ
の
場
合
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
（
民
俗
学
）
あ
る
い
は
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
（
民
族
学
）
と
殆
ど
同
義
で
あ
る
。
文
中
、

プ
リ
ニ
ウ
スPlinius

は
、（『
書
簡
集
』Epistolae

を
残
し
た
小
プ
リ
ニ
ウ
ス
［
紀
元
後
六
一
―
一
一
四
頃
］
で
は
な
く
）
恐
ら
く
『
博
物
誌
』

（
自
然
誌N

aturalis historia

）
を
著
し
た
ロ
ー
マ
の
著
述
家
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
（
同
二
三
―
七
九
）
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。
パ
ウ
サ
ニ
オ
ス
（
＝

パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
）Pausanias

（
紀
元
後
一
一
五
―
一
八
〇
）
は
『
ギ
リ
シ
ア
案
内
記
』
で
知
ら
れ
る
紀
行
家
で
あ
る
（
後
述
）。
ク
セ

ノ
フ
ォ
ンX

enophon

（
紀
元
前
四
三
〇
―
三
五
四
頃
）
は
小
ア
ジ
ア
遠
征
を
記
し
た
『
ア
ナ
バ
シ
ス
』A

nabasis

の
著
者
で
、
古
代

ギ
リ
シ
ア
の
軍
人
・
歴
史
家
で
あ
る
。
そ
し
て
先
述
の
ヘ
ロ
ド
ト
スH

erodotos

（
紀
元
前
四
八
四
―
四
二
五
頃
）
は
『
歴
史
』

H
istoriai

で
有
名
な
「
歴
史
の
父（

（1
（

」
で
あ
る
。
以
下
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
を
詳
し
く
紹
介
す
る
。

ヘ
ロ
ド
ト
ス

　

旅
を
し
て
各
地
の
地
誌
や
風
土
、
民
族
や
民
俗
に
関
す
る
貴
重
な
記
述
を
残
し
た
点
で
、
右
の
四
人
は
共
通
し
て
い
る
が
、
中
で

も
小
ア
ジ
ア
（
現
ト
ル
コ
西
岸
）
の
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
出
身
の
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
と
い
う
歴
史
的
事
件
を
大
き
な

枠
組
に
、
リ
ュ
デ
ィ
ア
、
ペ
ル
シ
ア
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
（
巻
一
・
二
）、
エ
ジ
プ
ト
（
巻
二
・
三
）、
リ
ビ
ア
・
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
（
巻
四
）、

イ
オ
ニ
ア
、
キ
ュ
プ
ロ
ス
（
巻
五
）、
ギ
リ
シ
ア
本
土
（
巻
六
～
九
）
等
、
古
代
地
中
海
世
界
と
黒
海
周
辺
の
遊
牧
民
（
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
）

の
生
活
模
様
と
伝
承
を
、
自
ら
の
旅
の
経
験
と
結
び
合
わ
せ
な
が
ら
、
壮
大
な
作
品
『
歴
史
』
に
仕
上
げ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
彼
は
歴
史
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
柳
田
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
民
族
学
」
と
「
民
俗
学
」
を
一
体
化
し
た
、
広
義
の
「
郷

土
研
究
」
の
「
鼻
祖
」
と
も
言
え
る
。

　

柳
田
文
庫
に
は
、
一
覧
に
見
る
通
り
、
英
訳
版
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
『
エ
ジ
プ
ト
と
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
』
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の

民
族
は
、
当
時
（
紀
元
前
五
世
紀
）
の
ギ
リ
シ
ア
人
か
ら
見
て
「
奇
異
な
る
も
の
」
に
満
ち
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
ら
を
叙
述
し
た
『
歴

史
』
の
章
を
こ
の
本
は
一
冊
に
ま
と
め
て
い
る
。
柳
田
は
、
察
す
る
に
、
民
俗
学
お
よ
び
民
族
学
の
両
要
素
を
そ
こ
に
見
出
し
た
に

ち
が
い
な
い
。
地
誌
と
風
土
、
慣
習
と
生
活
を
、
己
の
旅
を
媒
介
に
叙
述
す
る
手
法
は
、
他
な
ら
ぬ
柳
田
自
身
の
紀
行
文
（『
海
南
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小
記
』、『
雪
国
の
春
』、『
秋
風
帖
』
等
）
の
ス
タ
イ
ル
で
も
あ
る
。
紀
行
文
と
言
え
ば
、『
菅
江
真
澄
遊
覧
記
』
や
古
川
古
松
軒
の
『
東

遊
雑
記
』
な
ど（

（1
（

、
わ
が
国
の
特
に
江
戸
期
の
文
献
を
柳
田
は
研
究
し
た
が
、
洋
書
文
献
に
親
し
む
中
に
、
彼
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
す

で
に
、
大
規
模
な
世
界
旅
行
を
試
み
て
、
各
地
域
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
あ
る
い
は
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
を
記
録
し
た
人
物
（
ヘ
ロ
ド
ト
ス
）

が
い
た
こ
と
に
、
少
な
か
ら
ず
刺
激
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

パ
ウ
サ
ニ
ア
ス

　

一
方
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
並
ん
で
、
柳
田
は
「
郷
土
研
究
の
鼻
祖
」
と
し
て
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
名
を
挙
げ
る
。『
民
間
伝
承
論
』
の

中
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　

人
生
を
直
接
に
観
察
す
る
学
問
は
、
そ
の
起
原
だ
け
な
ら
ば
必
ず
し
も
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。［
…
…
］
ポ
ー
ザ
ニ
ア
ス

Pausanias

の
著
し
た
『
ギ
リ
シ
ア
記
』
も
、
フ
レ
エ
ザ
ー
博
士D

r. Frazer

が
注
意
し
て
い
る
ご
と
く
に
、
そ
の
環
境
に
お

い
て
人
生
を
観
察
し
た
書
と
い
い
得
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
我
々
の
学
問
は
史
学
と
比
較
し
て
決
し
て
新

し
い
学
問
で
は
な
い
の
で
あ
る（

（2
（

。

「
人
生
を
直
接
に
観
察
す
る
学
問
」
と
し
て
の
「
民
俗
学
」
や
「
民
族
学
」、
柳
田
は
そ
の
源
流
の
一
つ
を
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
『
ギ

リ
シ
ア
記
』
に
認
め
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
こ
の
紀
行
家
は
、
小
ア
ジ
ア
の
リ
ュ
デ
ィ
ア
出
身
で
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
、
シ
リ
ア
、

パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
、
エ
ジ
プ
ト
を
旅
し（

（2
（

、
と
り
わ
け
ギ
リ
シ
ア
を
隈
な
く
周
遊
し
て
、『
ギ
リ
シ
ア
案
内
記
』Periēgēsis tēs 

H
ellados

を
完
成
し
た
。
こ
の
作
品
は
二
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
ま
で
久
し
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
一
五
一
六
年
に
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
で
初
版
が
刊
行
さ
れ
て
以
後
、
ギ
リ
シ
ア
考
古
学
と
宗
教
史
に
と
っ
て
不
可
欠
の
資
料
に
な
っ
た（

（2
（

。
ア
ッ
テ
ィ
カ
を
出
発

点
に
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
を
時
計
回
り
に
一
周
し
た
あ
と
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
と
フ
ォ
キ
ア
を
巡
り
歩
く
こ
の
『
案
内
記
』
で
は
、
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著
者
の
旅
の
経
験
を
土
台
に
、
各
地
の
名
所
に
関
す
る
歴
史
的
・
神
話
学
的
・
人
類
学
的
な
記
述
が
彩
り
鮮
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
。
西
洋
古
典
学
の
専
門
家
と
し
て
出
発
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
フ
レ
イ
ザ
ー
は
、
一
八
八
六
年
に
『
ギ
リ
シ
ア
案
内
記
』
の
注
釈

付
き
英
訳
に
着
手
し
た
後
、
取
材
の
た
め
に
自
ら
ギ
リ
シ
ア
を
旅
行
し
（
一
八
九
〇
年
／
一
八
九
五
年
）、『
案
内
記
』
を
六
巻
で
刊
行

し
た（

（2
（

。
そ
れ
は
、
フ
レ
イ
ザ
ー
の
他
の
著
作
『
金
枝
篇
』
等
と
共
に
、
柳
田
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

柳
田
は
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
『
ギ
リ
シ
ア
案
内
記
』
を
、「
環
境
に
お
い
て
人
生
を
観
察
し
た
書
」
と
評
価
す
る
。
彫
刻
や
壁
画
に

関
す
る
叙
述
も
多
い
こ
の
『
案
内
記
』
は
、
美
術
史
的
に
も
興
味
深
い
本
だ
が
、
柳
田
は
そ
こ
に
何
よ
り
も
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
あ
る
い

は
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
的
な
要
素
を
読
み
取
る
。
民
俗
学
的
紀
行
文
の
一
種
の
原
型
（
ア
ー
キ
タ
イ
プ
）
を
、
彼
は
そ
こ
に
発
見
し
た
の

で
あ
る
。
但
し
、
柳
田
自
身
は
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
よ
う
に
名
所
旧
跡
を
訪
ね
る
旅
で
は
な
く
、
庶
民
（
常
民
）
の
生
活
環
境
を
観

察
す
る
旅
を
志
し
た
と
い
う
違
い
は
あ
る
が（

（2
（

。

　

西
洋
の
学
問
の
源
流
で
あ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
中
で
も
、
歴
史
家
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
紀
行
家
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
は
、
以
上
見
る
よ
う
に
、

柳
田
の
民
俗
学
構
築
に
と
っ
て
重
要
な
示
唆
を
、
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
地
誌
と
風
土
、
慣
習
と
伝
承

を
、
自
ら
の
旅
の
中
で
追
体
験
し
な
が
ら
、
民
俗
学
的
テ
ク
ス
ト
へ
編
み
上
げ
る
方
法
、
柳
田
は
そ
の
遥
か
な
モ
デ
ル
を
右
の
二
人

に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

２　

文
学
／
文
献
学

　

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
、
当
時
三
十
歳
の
柳
田
は
、
親
交
の
あ
っ
た
国
木
田
独
歩
が
編
集
す
る
『
新
古
文
林
』
に
、
エ
ッ

セ
イ
「
幽
冥
談
」
を
発
表
す
る
。
そ
の
中
で
彼
は
こ
う
語
る
。

　

貴あ
な
た下
は
お
読
み
に
な
っ
た
事
が
な
い
か
知
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
ハ
イ
ネ
の
『
諸
神
流
竄
記
』
と
い
う
本
が
あ
る
。
僕
は
そ
れ
を

読
ん
だ
時
に
非
常
に
感
じ
た
。
そ
れ
は
希ギ

リ
シ
ア臘
の
神
様
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
を
始
め
と
し
て
マ
ル
ス
、
ヴ
ィ
ナ
ス
と
い
う
よ
う
な
神
様
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が
基
督
教
に
負
け
て
、
人
の
住
ま
な
い
山
の
中
に
逃
げ
込
ん
だ
。［
…
…
］
ヴ
ィ
ナ
ス
は
ま
た
あ
る
山
の
中
に
洞ほ

ら

穴あ
な

を
作
っ
て

そ
の
中
に
お
っ
て
基
督
教
信
者
を
騙だ

ま

し
て
お
っ
た
と
い
う
よ
う
な
事
が
書
い
て
あ
る
。
基
督
教
か
ら
見
れ
ば
こ
れ
ら
は
一
種
の

悪
魔
に
近
い
が
、
希
臘
の
昔
の
多
神
教
か
ら
言
え
ば
ほ
と
ん
と
台
湾
の
鄭て

い

成せ
い

功こ
う

、
国こ

く

姓せ
ん

爺や

ぐ
ら
い
の
信
仰
が
あ
る
の
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
ハ
イ
ネ
は
信
仰
の
な
い
人
だ
か
ら
き
わ
め
て
軽
蔑
し
た
言
葉
で
書
い
て
あ
る（

（2
（

。

Ｈ
・
ハ
イ
ネ

　

文
中
、『
諸し

よ

神し
ん

流り
ゆ

竄う
ざ

記ん
き

』D
ie Götter im

 Exil

は
、
愛
と
革
命
の
ド
イ
ツ
詩
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネH

einrich H
eine

（1797–

1856

）
の
晩
年
の
作
品
で
あ
る
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
ド
イ
ツ
で
活
躍
し
た
あ
と
、
一
八
三
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス

で
七
月
革
命
が
勃
発
し
た
の
を
機
に
、
翌
一
八
三
一
年
四
月
以
後
パ
リ
に
永
住
し
て
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
・
雑
誌
の

特
派
員
な
ど
を
し
な
が
ら
文
筆
生
活
を
送
っ
た
。『
諸
神
流
竄
記
』
は
一
八
五
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
『
両
世
界
評
論
』Revue des 

D
eux M

ondes

誌
にLes dieux en exil
の
題
で
仏
語
で
掲
載
さ
れ
、
続
い
て
同
年
、
独
語
版
（
最
初
の
題
は
『
悲
惨
な
神
々
』D

ie 

Götter im
 Elend

）
が
発
表
さ
れ
た（

（2
（

。

　

西
洋
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
に
よ
っ
て
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
（
主
神
ゼ
ウ
ス
）、
マ
ル
ス
（
軍
神
ア
レ
ス
）、
そ
し
て
ヴ
ィ
ナ
ス
（
ア

フ
ロ
デ
ィ
テ
）
等
、
異
教
（
ギ
リ
シ
ア
神
話
）
の
神
々
は
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
ハ
イ
ネ
は
そ
の
様
子
を
右
の
作
品
で
イ

メ
ー
ジ
豊
か
に
描
い
て
い
る
。
か
つ
て
は
愛
と
美
の
女
神
と
し
て
華
や
か
に
活
躍
し
た
ヴ
ィ
ナ
ス
も
、
今
で
は
山
中
の
洞
穴
に
暮
ら

し
て
い
る
。
彼
女
は
、
中
世
の
有
名
な
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
伝
説
で
は（

（2
（

、
人
を
現
世
的
な
快
楽
へ
と
誘
う
魔
女
、
す
な
わ
ち
、
反
キ
リ
ス

ト
教
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。「
希
臘
の
昔
の
多
神
教
」
で
崇
拝
さ
れ
た
ヴ
ィ
ナ
ス
を
、
柳
田
は
右
の
エ
ッ
セ
イ
の
中

で
「
台
湾
の
鄭
成
功
、
国
姓
爺
」
に
譬
え
る
。
鄭
成
功
は
、
一
六
二
四
年
、
日
本
人
を
母
親
と
し
て
平
戸
に
生
ま
れ
、
明
の
滅
亡
後
、

台
湾
を
根
拠
地
に
、
明
朝
復
興
運
動
の
中
心
人
物
と
し
て
清
軍
に
抵
抗
し
た
人
物
で
あ
る
。
柳
田
は
鄭
成
功
を
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に

抵
抗
す
る
異
教
の
女
神
ヴ
ィ
ナ
ス
と
二
重
写
し
に
し
た
の
だ
が（

（2
（

、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
歴
史
を
構
造
化
し
て
重
層
的
に
見
る
彼
の
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視
点
で
あ
る
。
先
述
「
日
本
の
民
俗
学
」（『
青
年
と
学
問
』）
の
中
で
柳
田
は
回
想
す
る
。

　

我
々
が
青
年
時
代
の
愛
読
書
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
の
『
諸
神
流る

竄ざ
ん

記
』
な
ど
は
、
今
か
ら
も
う
百
年
以
上
も
前
の
著
述
で

あ
っ
た
が
、
夙
に
そ
の
中
に
は
今
日
大
い
に
発
達
す
べ
か
り
し
学
問
の
芽
生
を
見
せ
て
い
る
。［
…
…
］
要
す
る
に
耶
蘇
の
宗

教
が
一
世
を
席
巻
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
も
、
な
お
百
千
年
を
隔
て
て
豊
富
な
る
上
代
が
活
き
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
容
易

に
平
民
の
日
常
生
活
の
中
か
ら
掬
取
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
新
し
い
社
会
の
動
き
さ
え
も
、
暗
々
裡
に
こ
れ
に
由
っ
て
左
右

せ
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た（

（2
（

。

　

柳
田
民
俗
学
の
一
つ
の
特
徴
が
、
右
の
文
章
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
常
生
活
の
中
に
「
活
き
残
っ
て
」
い
る
歴
史

の
古
層
、
そ
の
暗
闇
に
光
を
当
て
る
こ
と
。
ハ
イ
ネ
の
『
諸
神
流
竄
記
』
か
ら
柳
田
は
こ
の
重
要
な
着
想
を
読
み
取
っ
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
柳
田
文
庫
に
は
ハ
イ
ネ
作
品
の
中
、『
ア
ッ
タ
・
ト
ロ
ル
、
夏
の
夜
の
夢
』A

tta T
roll; ein Som

m
ernachtstraum

、『
ハ

ル
ツ
紀
行
』D

ie H
arzreise

、
お
よ
び
『
新
詩
集
』N

eue Gedichte

、
以
上
三
冊
の
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
ハ

イ
ネ
は
文
学
青
年
柳
田
が
愛
読
し
た
西
洋
作
家
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
右
の
詩
や
紀
行
文
の
他
に
、
彼
が
民
俗
学
的
・
文
化
批
判
的

な
ハ
イ
ネ
晩
年
の
『
諸
神
流
竄
記
』（
テ
ク
ス
ト
は
不
明
）
に
特
に
注
目
し
て
い
た
事
実
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
柳
田
民
俗
学
の

原
点
の
一
つ
が
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
か
ら
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、『
諸
神
流
竄
記
』
執
筆
に
際
し
て
、
ハ
イ
ネ
は
彼
が
敬
愛
す
る
グ
リ
ム
兄
弟
の
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
と
『
ド

イ
ツ
伝
説
集
』、
お
よ
び
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
等
に
典
拠
を
求
め
た（

（3
（

。
そ
の
ハ
イ
ネ
と
同
様
、
柳
田
も
彼
の

民
俗
学
の
た
め
に
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
作
品
を
集
中
的
に
研
究
し
活
用
し
た
。
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グ
リ
ム
兄
弟

『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
の
中
で
柳
田
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

学
問
は
す
な
わ
ち
資
料
の
最
も
よ
く
整
頓
せ
ら
れ
、
知
識
の
標
本
の
最
も
得
や
す
い
所
を
中
心
に
し
て
、
発
達
す
べ
き
傾
向

を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
き
な
先
例
を
一
つ
挙
げ
る
と
、
独
逸
で
は
グ
リ
ム
兄
弟
が
国
内
現
存
の
民
間
説
話
を
あ
つ
め
、

同
時
に
そ
の
研
究
に
指
を
そ
め
て
か
ら
、
こ
れ
が
因
縁
と
な
っ
て
こ
の
国
の
説
話
学
は
大
い
に
栄
え
た
。
二
人
の
没
後
も
そ
の

門
流
の
手
に
よ
っ
て
、
比
較
考
証
の
書
は
年
増
し
に
大
き
く
な
っ
た
。
私
の
読
ん
で
い
る
の
は
戦
前
に
で
き
た
第
二
版
三
巻
で

あ
る
が
、
や
が
て
大
増
補
の
新
版
が
出
る
と
い
う
話
も
聴
い
て
い
る
し
、
昨
年
は
ま
た
そ
の
第
四
巻
と
し
て
、
同
じ
ボ
ル
テ
、

ポ
リ
フ
カ
二
氏
の
『
世
界
民
間
説
話
史
』
も
公
刊
せ
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
グ
リ
ム
以
後
に
お
い
て
も
、
露
西
亜
［
ロ
シ
ア
］

の
ア
フ
ァ
ナ
シ
ェ
フ
と
か
、
蘇
格
蘭
［
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
］
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
と
か
、
い
ち
い
ち
列
挙
し
得
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
雄

大
な
る
説
話
採
集
が
幾
つ
も
現
れ
て
い
る
［
…
…
］
い
わ
ゆ
る
Ｋ
・
Ｈ
・
Ｍ
［『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』］
の
事
業
は
、
こ
の

方
面
に
お
い
て
ま
さ
し
く
世
界
に
君
臨
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

ド
イ
ツ
の
グ
リ
ム
兄
弟
が
民
間
説
話
を
収
集
し
た
の
み
な
ら
ず
、
研
究
に
も
着
手
し
た
こ
と
に
柳
田
は
す
で
に
注
目
し
て
い
た（

（3
（

。

柳
田
が
利
用
し
た
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』Brüder Grim

m
, K
inder- und 

H
ausm

ãrchen

（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
）
第
三
巻
「
研
究
篇
」
に
は
そ
の
成
果
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
以
後
の
説
話
学
は
こ
の
「
研
究
篇
」
を

起
点
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ボ
ル
テ
と
ゲ
オ
ル
ク
・
ポ
リ
フ
カ
編
集
の
『
グ
リ
ム
兄
弟
の
「
子
供
と
家
庭
の
童
話

集
」
注
解
』J. Bolte/G. Polívka, A

nm
erkungen zu den K

inder- und H
ausm

ärchen der Brüder Grim
m

全
五
巻
（
Ｂ

／
Ｐ
）
は
今
日
な
お
昔
話
研
究
の
最
重
要
文
献
の
一
つ
で
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
滞
在
時
に
柳
田
は
最
初
の
三
巻
（
一
九
一
三
／
一
九
一
五
／

一
九
一
八
年
刊
）
を
入
手
し
、
帰
国
後
に
ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ
た
残
り
の
二
巻
（
一
九
三
〇
／
一
九
三
二
年
）
を
、『
郷
土
生
活
の
研
究
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法
』
を
執
筆
し
て
い
た
当
時
、
日
本
で
購
入
し
て
、
特
に
第
四
巻
の
「
世
界
民
間
説
話
史
」
に
よ
っ
て
昔
話
に
関
す
る
体
系
的
な
情

報
を
得
た（

（3
（

。
右
の
引
用
文
は
そ
の
事
情
を
伝
え
て
い
る
。
グ
リ
ム
以
降
、
柳
田
の
指
摘
通
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
昔
話
研
究
は
急

速
に
進
展
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ア
フ
ァ
ナ
シ
ェ
フA

fanasév

（
一
八
二
六
―
一
八
七
一（
（3
（

）
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
キ
ャ
ン
ベ
ルJ. F. 

Cam
pbell

（
一
八
二
二
―
一
八
八
五（
（3
（

）
等
が
そ
れ
で
、
柳
田
文
庫
に
は
後
者
の
『
西
高
地
地
方
の
昔
話
』Popular T

ales of the 
W
est H

ighlands, London 1890–93

全
四
巻
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
世
界
に
君
臨
し
て
い
る
」
と
柳
田
が
評
し
た
グ
リ
ム
兄
弟
の
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
は
、
口
承
か
ら
の
採
話

活
動
も
さ
る
こ
と
な
が
ら（

（3
（

、
そ
れ
は
文
献
学Philologie

の
一
大
成
果
で
も
あ
っ
た
。
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
言
語
学
、
法
律
学
、
神
話
学
、

民
俗
学
、
中
世
文
学
等
の
分
野
で
大
き
な
業
績
を
残
し
た
が
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
の
事
業
も
、「
研
究
篇
」
が
示
す
よ
う
に
、
周
到
な
文
献
学

的
研
究
を
土
台
に
し
て
い
た（

（3
（

。
彼
ら
の
学
問
は
先
ず
は
文
献
学
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
文
献
の
原
典
批
判
・
解
釈
・
成
立
史
・
出
典

を
厳
密
に
検
討
す
る
文
献
学
を
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
の
「
注
釈
篇
」
で
模
範
的
に
実
践
し
た（

（3
（

。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
昔
話
に
関
す

る
「
資
料
」
は
「
整
頓
」
さ
れ
、
知
識
は
「
標
本
」
と
し
て
広
く
活
用
可
能
に
な
り
、
口
承
文
芸
は
学
問
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
考
え
る
と
、
日
本
に
口
承
文
芸
学
を
確
立
す
る
べ
く
、
柳
田
も
ま
た
『
遠
野
物
語
』（
一
九
一
〇
）
や
『
日
本
の
昔
話
』（
一

九
三
〇
）
を
採
話
・
編
集
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、『
昔
話
採
集
手
帖
』
を
関
敬
吾
と
共
に
作
成
し（

（4
（

、『
日
本
昔
話
名
彙
』（
一
九
四
八
年
）

を
自
身
の
監
修
の
下
に
公
刊
し
た（

（4
（

。
恐
ら
く
、
柳
田
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
そ
の
後
の
事
業
（
Ｂ
／
Ｐ
）
を
研
究
し
な
が
ら
、
文
献
学
の
重
要

性
を
十
分
に
学
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。
口
伝
え
の
文
芸
で
あ
る
昔
話
に
は
必
然
的
に
異
同
が
伴
う
が
、
学
問
と
し
て
そ
れ
を
捉
え
る

た
め
に
は
、
そ
れ
だ
け
一
層
、『
名
彙
』
の
作
成
な
ど
、
文
献
学
的
な
緻
密
さ
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
、
彼
は
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

ハ
イ
ネ
の
文
学
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
文
献
学
は
、
柳
田
民
俗
学
を
支
え
る
確
固
た
る
礎
と
な
っ
て
い
る
。

３　

民
族
学
／
人
類
学

　

一
九
二
六
年
の
講
演
「Ethnology

と
は
何
か
」（『
青
年
と
学
問
』
所
収
）
の
中
で
、
柳
田
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
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E.B. T
ylor

教
授
の
ご
と
き
は
、
と
う
と
う
一
生
の
間Ethnology

と
い
う
語
は
使
用
せ
ず
、
ち
ょ
う
ど
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ト

ノ
ロ
ジ
ー
と
同
じ
内
容
の
学
問
を
、
終
始A

nthropology

と
い
う
名
称
の
も
と
に
講
説
し
著
述
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

門
下
の
出
身
に
し
て
藍
よ
り
青
し
の
評
の
あ
るSir Jam

es Frazer

の
ご
と
き
も
、
我
々
の
知
る
限
り
に
お
い
て
最
も
精
励
な

る
学
者
で
あ
り
、
劃
時
代
的
大
著
を
い
く
つ
も
発
表
し
て
、
七
十
の
老
翁
と
な
っ
て
も
孜
々
と
し
て
学
問
を
し
て
い
る
人
だ
が
、

彼
は
師
匠
の
タ
イ
ラ
ー
先
生
と
は
違
っ
て
、
骨
の
寸
法
や
目
の
色
毛
の
色
、
ま
た
は
地
下
の
石
器
人
骨
に
は
さ
し
て
興
味
を
有

［
も
］
た
ず
、
今
の
東
京
帝
国
大
学
の
人
類
学
教
室
な
ど
で
、
す
こ
し
も
遣
ろ
う
と
し
な
い
方
の
学
問
、
た
と
え
ば
呪
術
の
盛
衰
、

霊
魂
不
滅
思
想
の
発
達
、
旧
約
全
書
古
伝
の
構
成
、
ま
た
は
同
族
避
婚
の
慣
習
の
分
布
お
よ
び
意
義
と
い
う
類
の
題
目
に
、
そ

の
生
涯
の
精
力
を
傾
注
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
自
分
の
学
問
をSocial A

nthropology

、
す
な
わ
ち
社
会
人
類

学
と
標
識
し
て
お
っ
た（

（4
（

。

　

文
中
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
タ
イ
ラ
ーEdw

ard Burnet T
ylor

（
一
八
三
二
―
一
九
一
七
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
・

民
族
学
の
学
者
で
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
人
類
学
の
初
代
教
授
を
勤
め
た
。
未
開
民
族
の
中
に
、
文
明
人
の
先
祖
が
通
過
し
た
太

古
の
文
化
要
素
の
「
残
存
」survivals

を
認
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
柳
田
文
庫
に
は
、
代
表
作
『
原
始
文
化
』Prim

itive 
Culture

（
一
八
七
一
）
二
巻
（
一
九
一
三
年
版
）
や
『
人
類
学
』A

nthropology

（
一
八
八
一
）（
一
九
〇
四
／
一
九
二
三
年
版
）
等
が

収
蔵
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
一
方
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
レ
イ
ザ
ーJam

es George Frazer

（
一
八
五
四
―
一
九
四
一
）
は
法
律
学
、

古
典
文
献
学
、
人
類
学
、
民
族
学
を
修
め
た
イ
ギ
リ
ス
人
で
、
一
九
〇
七
年
か
ら
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
大
学
の
社
会
人
類
学
教
授
、
一
九

〇
八
年
か
ら
は
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
私
講
師
を
勤
め
る
傍
ら
、
著
述
活
動
に
専
念
し
た
。
一
八
九
六
／
九
七
年
に
前
記
パ
ウ
サ
ニ
ア

ス
の
『
ギ
リ
シ
ア
案
内
記
』
の
注
釈
付
き
英
訳
を
刊
行
し
た
他
、
タ
イ
ラ
ー
や
東
洋
学
者
・
宗
教
史
家
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
バ
ー
ト

ソ
ン
・
ス
ミ
スW

illiam
 Robertson Sm

ith

（
一
八
四
六
―
一
八
九
四
）
等
の
影
響
下
に
多
く
の
名
著
を
残
し
た
（
後
述（
（4
（

）。
柳
田
が
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最
も
熱
心
に
研
究
し
た
西
洋
人
学
者
と
言
っ
て
よ
い
。

Ｊ
・
Ｇ
・
フ
レ
イ
ザ
ー

　

柳
田
は
先
の
引
用
文
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
学
術
用
語
で
は
「
民
族
学
」［
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
］
で
は
な
く
「
人

ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ
ジ
ー

類
学
」
と
い
う
名

称
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
代
表
に
Ｅ
・
Ｂ
・
タ
イ
ラ
ー
や
Ｊ
・
Ｇ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
が
い
る
が
、
師
タ
イ
ラ
ー
と
は
異
な

っ
て
、
フ
レ
イ
ザ
ー
が
「
呪
術
」
や
「
霊
魂
不
滅
」、「
旧
約
全
書
［
聖
書
］」
や
「
同
族
避
婚
」（
族
外
結
婚
）
等
の
研
究
に
生
涯
を

捧
げ
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
が
自
分
の
学
問
を
「
社
会
人
類
学
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
を
解
説
し
て
い
る
。
柳
田
は
イ
ギ
リ
ス
人

類
学
派
を
幅
広
く
研
究
し
た
が（

（4
（

、
中
で
も
フ
レ
イ
ザ
ー
の
著
作
に
は
徹
底
的
に
取
り
組
み
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
も
の
を
学
ん
だ
。
現

在
、
柳
田
文
庫
に
は
フ
レ
イ
ザ
ー
の
作
品
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
主
要
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る（

（4
（

。

＊『
金
枝
篇
』T

he Golden Bough

第
一
部
「
呪
術
と
王
の
進
化
」T

he m
agic art and the evolution of kings

、
第
三
版
、
第
一
・
二
巻
、
一
九
一
一
年
／
第

二
部
「
タ
ブ
ー
と
魂
の
危
機
」T

aboo and the perils of the soul

、
第
三
版
、
一
九
二
七
年
／
第
三
部
「
死
に
ゆ
く
神
」

T
he dying God

、
第
三
版
、
一
九
一
二
年
／
第
四
部
「
ア
ド
ニ
ス
・
ア
ッ
テ
ィ
ス
・
オ
シ
リ
ス
。
東
洋
宗
教
史
の
研
究
」

A
donis, A

ttis, O
siris: studies in the history of oriental religion

、
第
三
版
、
第
一
・
二
巻
、
一
九
二
七
年
／
第
五
部
「
穀

霊
と
山
野
霊
」Spirits of the corn and of the w

ild

、
第
三
版
、
第
一
・
二
巻
、
一
九
一
二
年
／
第
六
部
「
身
代
り
」T

he 
scapegoat

、
第
三
版
、
一
九
一
三
年
／
第
七
部
「
美
し
き
神
バ
ル
デ
ル　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
火
祭
り
と
身
体
か
ら
離
れ
た
魂
の
教
義
」

Balder the beautiful: the fire-festivals of Europe and the doctrine of the external soul

、
第
三
版
、
第
二
巻
（
第

一
巻
は
欠
如
）
／
「
書
誌
と
総
索
引
」Bibliography and general index
、
第
三
改
訂
増
補
版
、
一
九
一
五
年
、
以
上
全
十
二

巻
（
一
巻
欠
）。
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＊�『
旧
約
聖
書
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア　

宗
教
・
伝
説
・
法
律
の
比
較
研
究
』Folk-lore in the O

ld T
estam

ent:studies in 
com
parative religion, legend and law

、
全
三
巻
、
一
九
一
八
年
。

＊�『
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
と
族
外
結
婚　

俗
信
と
社
会
の
初
期
形
態
論
』T

otem
ism
 and exogam

y: a treatise on certain early 
form

s of superstition and society

、
全
四
巻
、
一
九
一
〇
年
。

　

以
上
の
他
、
講
義
録
と
し
て
、『
王
権
の
初
期
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
義
』Lectures on the earlyhistory of the 

kingship
、
一
九
〇
五
年
、『
不
死
信
仰
と
死
者
崇
拝
』T
he belief in im

m
ortality and the w

orship of the dead

、

1911–1912

、
第
二
・
三
巻
、
一
九
二
四
年
等
、
そ
し
て
他
の
著
作
、『
火
の
起
源
の
神
話
』M

yths of the origin of fire

、
一

九
三
〇
年
／
『
サ
イ
キ
ス
・
タ
ス
ク
』Psyche ’s task

、
一
九
一
三
年
／
『
自
然
崇
拝
』T

he w
orship of nature

、
第
一
巻
、

一
九
二
六
年
、『
原
稿
集
成　

随
筆
・
講
演
・
論
評
』Garnered Sheaves:essays, addresses, and review

s

一
九
三
一
年
等
。

　

フ
レ
イ
ザ
ー
の
膨
大
な
著
作
の
殆
ど
す
べ
て
が
見
ら
れ
、
収
集
の
徹
底
ぶ
り
に
驚
か
さ
れ
る（

（4
（

。
と
こ
ろ
で
、
柳
田
は
い
つ
頃
か
ら

フ
レ
イ
ザ
ー
を
読
ん
で
い
た
の
か
。
田
中
藤
司
氏
の
「
柳
田
文
庫
所
蔵
読
了
自
記
洋
書
目
録
・
略
年
表（

（4
（

」
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
四

（
一
九
一
一
）
年
に
、
柳
田
は
南
方
熊
楠
か
ら
フ
レ
イ
ザ
ー
の
『
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
と
族
外
結
婚
』
や
『
ア
ド
ニ
ス
・
ア
ッ
テ
ィ
ス
・

オ
シ
リ
ス
』（『
金
枝
篇
』
第
四
部
）
を
紹
介
さ
れ
、
翌
一
九
一
二
年
に
は
『
金
枝
篇
』
五
冊
を
読
了
し
て
、
南
方
に
『
穀
霊
と
山
野
霊
』

（
同
第
五
部
）
購
入
を
報
告
し
て
い
る（

（4
（

。
そ
の
後
、『
身
代
り
』（
同
第
六
部
）、『
美
し
き
神
バ
ル
ド
ル
』（
同
第
七
部
）
そ
し
て
『
王
権

の
初
期
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
義
』
を
読
了
し
（
一
九
一
四
／
一
五
年
）、
一
九
一
九
／
二
〇
年
に
『
旧
約
聖
書
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』

第
一
・
二
巻
、
最
後
に
、
一
九
三
七
年
に
『
原
稿
集
成
』
第
四
章
を
読
み
終
え
て
い
る
。
以
上
は
記
録
が
あ
る
限
り
で
、
総
じ
て
、

原
書
刊
行
か
ら
時
を
置
か
ず
柳
田
が
フ
レ
イ
ザ
ー
を
読
了
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
瞠
目
す
べ
き
も
の
が
あ

る
が
、
何
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
柳
田
の
フ
レ
イ
ザ
ー
研
究
の
内
容
的
豊
か
さ
で
あ
る
。

　

柳
田
自
身
の
著
作
の
随
所
に
は
、
実
際
、
そ
の
研
究
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
晩
年
の
『
海
上
の
道
』（
一
九
六
〇
）
は
、
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『
金
枝
篇
』
第
五
部
を
背
景
に
、「
穀
霊
相
続
の
信
仰（

（5
（

」
を
、
ま
た
「
国
語
史
の
た
め
に
」（
一
九
五
三
）
で
は
「
穀
物
霊（

（5
（

」
を
論
じ
、「
倉

稲
魂
［
ウ
ガ
ノ
ミ
タ
マ
］
考
」（
未
完
草
稿
）
は
フ
レ
イ
ザ
ー
の
『
穀
霊
と
山
野
霊
』
に
関
連
し
て
、
そ
の
〈
東
西
の
一
致
〉
に
読

者
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
る（

（5
（

。
他
、『
神
樹
篇
』（
一
九
五
三
）
の
中
の
ア
イ
ヌ
の
イ
ナ
オ
の
木（

（5
（

や
『
信
州
随
筆
』（
一
九
三
六
）
の

「
寄ヤ

ド
リ
ギ

生
木
」（

（5
（

等
々
、
柳
田
は
し
ば
し
ば
フ
レ
イ
ザ
ー
に
言
及
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
柳
田
は
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
者
の
作
品

を
読
み
な
が
ら
、
自
身
の
民
俗
学
を
構
築
す
る
た
め
の
題
材
や
ヒ
ン
ト
を
多
数
発
見
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
の
フ
レ
イ
ザ
ー
受
容

に
関
し
て
は
、
す
で
に
幾
つ
か
の
研
究
が
あ
る
が（

（5
（

、
総
合
的
な
考
証
は
、
恐
ら
く
今
後
の
大
き
な
課
題
と
思
わ
れ
る
。
柳
田
民
俗
学

の
魅
力
の
一
つ
は
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
あ
る
。
フ
レ
イ
ザ
ー
の
「
劃
時
代
的
大
著
」
が
柳
田
の
視
野
を
大
い
に
広
げ
、
彼

の
思
考
を
深
化
さ
せ
た
こ
と
は
、「
穀
物
霊
」
の
テ
ー
マ
一
つ
を
見
て
も
明
ら
か
で
、「
陶
酔
す
る
よ
う
な
気
持
で
」
フ
レ
イ
ザ
ー
の

『
金
枝
篇
』
を
読
ん
だ
こ
と
を
、
柳
田
は
晩
年
に
も
情
熱
的
に
語
っ
て
い
る
（
一
九
四
九
年
の
対
談
「
民
俗
学
か
ら
民
族
学
へ
」
後
述
）。

４　

社
会
哲
学

　

イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
に
相
当
す
る
学
問
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
民
族
学
で
あ
る
と
、
講
演
「Ethnology

と
は
何
か
」（『
青
年
と
学
問
』

所
収
）
の
中
で
柳
田
は
言
い
、
こ
う
続
け
る
。

　

国
に
よ
り
ま
た
学
者
に
よ
り
、Ethnology

く
ら
い
区
々
不
同
の
範
囲
を
持
っ
て
い
る
学
問
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
の

一
九
二
六
年
の
二
月
、
パ
リ
にInstitut d ’Ethnologie

民
俗
学
院
を
置
い
て
こ
れ
を
大
学
に
附
属
せ
し
め
た
。Lévy Bruhl

の
書
い
た
そ
の
創
立
趣
旨
に
関
す
る
一
文
が
、Revue d ’Ethnographie

『
民
俗
誌
評
論
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
元
来
あ

の
国
に
お
い
て
は
、
エ
ト
ノ
ロ
ジ
ー
と
エ
ト
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は
、
ほ
ぼ
同
じ
心
持
ち
に
用
い
ら
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

柳
田
は
当
時
、
学
問
の
先
進
地
域
で
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
状
を
調
べ
た
際
に
、
学
術
用
語
の
問
題
に
関
し
て
は
最
後
ま
で
悩
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ま
さ
れ
て
い
た
。
肝
心
の
「
民
俗
学
」
と
「
民
族
学
」
お
よ
び
「
人
類
学
」
と
の
境
界
は
、
相
互
に
関
係
が
深
い
だ
け
に
、
線
引
き

が
難
し
く
、
右
の
講
演
の
中
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
語ethnologie

を
「
民
族
学
」
で
は
な
く
「
民
俗
学
」
と
訳
し
て
い
る
。
両
学
問
の

区
別
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
、
右
の
引
用
で
名
指
さ
れ
た
人
物
に
注
目
し
て
み
た
い
。

レ
ヴ
ィ=
ブ
リ
ュ
ー
ル

　

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ルLévy-Bruhl

（
一
八
五
七
―
一
九
三
九
）
は
、
一
九
〇
四
年
以
降
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大

学
で
現
代
哲
学
史
の
教
授
を
勤
め
た
人
物
で
、
社
会
学
お
よ
び
民
族
学
に
深
い
関
心
を
抱
き
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
独
自
の
思
想
を
展

開
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る（

（5
（

。
柳
田
が
特
に
研
究
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
の
一
人
は
こ
の
レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
柳
田

文
庫
に
は
彼
の
『
原
始
神
話
学　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
パ
プ
ア
人
の
神
話
的
世
界
』La m

ythologie prim
itive: le m

onde 
m
ythique des A

ustraliens et des Papous, Paris, 1935

第
三
版
と
英
訳
『
原
始
心
性
』Prim

itive m
entality, tr. by 

Lilian A
. Clare, London, 1923

が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

題
名
に
も
あ
る
よ
う
に
、
レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
考
察
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
〈
原
始
的
〉prim

itiv

で
あ
る
。『
原
始
心
性
』
の
「
ま

え
が
き
」
で
彼
は
言
う
。「
そ
れ
故
に
私
は
、
原
始
人
が
あ
ら
ゆ
る
側
か
ら
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
目
に
見
え
な
い
力

と
は
何
な
の
か
、
そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
に
執
着
し
た
。
―
彼
ら
の
夢
、
彼
ら
が
観
察
す
る
、
あ
る
い
は
彼
ら
が
感
じ
る
予
兆
、
試

練
、
悪
し
き
死
等
々
で
あ
る（

（5
（

」。
こ
れ
は
神
話
、
伝
説
、
昔
話
の
不
思
議
な
世
界
に
通
じ
る
「
心
性
」m

entality

に
他
な
ら
な
い
。

レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
出
世
作
で
あ
る
『
未
開
社
会
の
思
惟
』Les Fonctions m

entales dans les sociétés inférieures, 
1910

の（
（5
（

中
心
テ
ー
マ
は
、
未
開
社
会
に
お
け
る
論
理
以
前
の
思
惟
、「
原
始
心
理
の
研
究
」
で
あ
っ
た
。

　

一
体
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
「
原
始
的
心
性
」
へ
の
関
心
が
急

激
に
高
ま
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
類
学
派
の
Ｅ
・
Ｂ
・
タ
イ
ラ
ー
の
『
原
始
文
化
』
二
巻
を
筆
頭
に
、
フ
レ
イ
ザ
ー
の
『
金
枝
篇
』

（
一
八
九
〇
―
一
九
一
五
）、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
の
『
民
族
心
理
学
』W

ilhelm
 W
undt, 
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V
ölkerpsychologie, 1912–1921

全
十
巻（

（6
（

、
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
の
『
ト
ー
テ
ム
と
タ
ブ
ー
』（
ド
イ
ツ
語
原
書
は
一
九
一
三

年
刊
、
柳
田
文
庫
は
英
訳
版Sigm

und Freud, T
otem

 and T
aboo, 1918

を
所
蔵
）
等
が
そ
れ
で
、〈
原
始
的
〉
な
も
の
の
特
性
は
、

当
時
、
社
会
学
や
民
族
学
、
人
類
学
や
心
理
学
と
い
っ
た
学
問
が
互
い
に
交
錯
す
る
学
際
的
な
場
で
研
究
さ
れ
て
い
た
。
柳
田
は
レ

ヴ
ィ=
ブ
リ
ュ
ー
ル
の
『
原
始
心
性
』
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
所
感
を
述
べ
て
い
る
。

　

全
体
に
欧
米
の
学
者
た
ち
に
は
、
古
風
と
今
風
と
が
あ
た
か
も
淡
水
と
鹹か

ん

水す
い

と
の
よ
う
に
、
二
立
て
別
々
に
存
す
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
人
が
多
い
ら
し
い
。
中
で
も
レ
ヴ
ィ
・
ブ
リ
ュ
ウ
ル
の
『
原
始
人
心
境
』［
原
始
心
性
］
な
ど
は
こ
れ
を
強
調
し

た
著
述
の
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
日
本
の
あ
た
か
も
川
口
の
潮
の
上
げ
下
げ
の
ご
と
き
状さ

ま

を
見
た
ら
、
良
心
あ
る

学
者
な
ら
ば
必
ず
大
い
な
る
但
書
を
添
え
ず
に
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
合
の
子
文
明
は
ひ
と
り
日
本
の
み
で
な

く
、
東
洋
の
い
ず
れ
の
湊
に
行
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
文
化
の
複
合
に
は
必
ず
し
も
定
ま
っ
た
方
式

は
な
い
（『
郷
土
生
活
の
研
究
法（
（6
（

』）。

　

レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
は
「
前
論
理
的
思
考
」
と
「
論
理
的
思
考
」、「
未
開
」
と
「
文
明
」
を
極
端
に
先
鋭
化
し
て
区
別
す
る
傾

向
（
柳
田
は
そ
れ
を
「
古
風
と
今
風
」、「
淡
水
と
鹹
水
」
と
表
現
す
る
）
は
あ
る
も
の
の
（
あ
る
意
味
、
意
図
的
？
）、
人
間
の
精
神
構
造

の
多
層
性
あ
る
い
は
多
様
性
（
柳
田
は
「
合
の
子
」、「
文
化
の
複
合
」
と
呼
ぶ
）
を
、
民
族
学
的
あ
る
い
は
社
会
学
的
に
浮
き
彫
り
に

し
た
功
績
は
大
き
い
。
そ
の
業
績
に
は
心
理
学
的
な
側
面
も
あ
り
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
広
義
の
「
社
会
哲
学
」
と
い
う
名
称
が
彼
の

学
問
に
は
妥
当
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
タ
イ
ラ
ー
は
「
残

サ
ヴ
ア
イ
ヴ
ア
ル
留
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
た
が
、
レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
は
そ
れ
を

人
間
心
理
の
深
層
に
向
け
て
掘
り
下
げ
た
の
で
あ
る（

（6
（

。

『
原
始
心
性
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
版La M

entalité prim
itive

が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
二
一
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
五
年
後

（
一
九
三
六
年
）、
ス
イ
ス
の
深
層
心
理
学
者
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グCarl Gustav Jung

（
一
八
七
五
―
一
九
六
一
）
は
有
名
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な
論
文
『
集
合
的
無
意
識
の
概
念
』D

er Begriff des kollektiven U
nbew

ussten

を
発
表
す
る
。
そ
の
中
で
彼
は
「
集
合
的
無

意
識
」
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。
そ
れ
は
個
人
的
無
意
識
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
「
心
」
の
部
分
で
あ
り
、
個
人
的
な
無
意
識
が
、

一
度
は
意
識
さ
れ
な
が
ら
、
忘
れ
去
ら
れ
抑
圧
さ
れ
た
た
め
に
意
識
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
集
合
的
無
意

識
は
、
一
度
も
意
識
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
個
人
的
に
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
も
な
く
、「
遺
伝
」
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
る
も
の
で

あ
る（

（6
（

。
ユ
ン
グ
は
続
け
る
。「
未
開
人
の
心
理
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
〈
集
団
表
象
〉
と
い
う
概
念

に
当
た
る（

（6
（

」。
深
層
心
理
学
者
ユ
ン
グ
は
こ
の
よ
う
に
、
彼
の
「
集
合
的
無
意
識
」
の
テ
ー
ゼ
を
構
築
す
る
に
際
し
て
、
レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
『
未
開
社
会
の
思
惟
』
中
の
「
集
団
表
象
」représentations collectives

の
概
念
を
応
用
し
た（

（6
（

。
ブ
リ
ュ
ー
ル

に
よ
る
と
、「
集
団
表
象
」
と
は
「
社
会
集
団
の
成
員
に
共
通
で
、
そ
の
社
会
内
で
世
代
か
ら
世
代
へ
伝
え
ら
れ
、
個
々
の
成
員
を

拘
束
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
応
じ
て
対
象
に
尊
厳
、
畏
怖
、
崇
拝
の
感
銘
を
成
員
に
呼
び
起
す
」
も
の
で
、「
集
団
表
象
の
存
否

は
個
人
の
力
に
左
右
さ
れ
な
い
」（
同
書
「
緒
論（
（6
（

」）
の
で
あ
る
。
ユ
ン
グ
の
「
集
合
的
無
意
識
」
は
、
こ
れ
に
比
べ
て
、
全
人
類
的

な
次
元
に
ま
で
拡
大
あ
る
い
は
深
化
さ
れ
た
概
念
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。「
原
始
的
」prim

itiv

の
概
念
は
、
こ
れ
を
空
間
的
・

地
理
的
―
換
言
す
れ
ば
、
水
平
的
―
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
民
族
学
や
社
会
学
の
問
題
と
し
て
未
開
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
付
き
、

こ
れ
を
時
間
的
・
精
神
的
―
換
言
す
れ
ば
、
垂
直
的
―
に
捉
え
る
と
、
深
層
心
理
学
の
問
題
と
し
て
文
明
社
会
の
只
中
に
潜
む
原
始

の
「
心
」（
魂
）
の
イ
メ
ー
ジ
に
結
び
付
く
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

　

柳
田
も
、
実
は
、
民
間
伝
承
や
慣
習
と
い
っ
た
「
民
族
心
理
」
を
反
映
す
る
諸
事
象
に
、「
私
た
ち
の
学
問
、
即
ち
民
族
固
有
の

思
想
と
信
仰
と
感
情
、
此
等
の
も
の
か
ら
生
れ
て
く
る
国
の
歴
史
の
特
殊
性
の
研
究（

（6
（

」
を
究
明
す
る
鍵
が
あ
る
と
し
て
、「
無
意
識

伝
承（

（6
（

」
に
注
意
を
促
し
て
い
た
。
社
会
の
現
象
を
、
こ
の
よ
う
に
深
層
心
理
学
的
に
掘
り
下
げ
る
方
法
を
柳
田
に
示
唆
し
た
人
物
の

一
人
は
、
間
違
い
な
く
、
レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
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四　

二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
ガ
ク

　

前
章
で
は
、
柳
田
が
研
究
し
た
西
洋
の
学
問
を
分
野
別
に
、
１　

歴
史
／
紀
行
文
（
ヘ
ロ
ド
ト
ス
／
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
）、
２　

文
学

／
文
献
学
（
ハ
イ
ネ
／
グ
リ
ム
兄
弟
）、
３　

民
族
学
／
人
類
学
（
フ
レ
イ
ザ
ー
）、
そ
し
て
４　

社
会
哲
学
（
レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
）

の
順
に
見
て
き
た
が
（
膨
大
な
文
献
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
）、
本
章
で
は
、
締
め
括
り
に
、
彼
を
最
後
ま
で
悩
ま
せ
て
い
た
問
題
に

触
れ
て
お
き
た
い
。
他
で
も
な
い
、
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
ガ
ク
、
す
な
わ
ち
、
民フ

オ
ー
ク
ロ
ア

俗
学
と
民エ

ス
ノ
ロ
ジ
ー

族
学
の
区
別
と
関
係
で
あ
る
。
講
演
「Ethnology

と
は
何
か
」
の
中
で
、
柳
田
は
こ
う
回
想
す
る
。

　

前
年
私
は
ベ
ル
リ
ン
の
或
る
古
本
屋
で
、
盲
捜
し
に
参
考
書
を
買
い
集
め
よ
う
と
し
て
い
た
時
、
じ
つ
は
ま
だ
フ
ォ
ー
ク
ロ

ア
を
ド
イ
ツ
語
で
何
と
訳
す
の
か
を
知
ら
ず
に
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
コ
ロ
ム
ビ
ヤ
大
学
の
ボ
ア
ス
教
授
が
来
て
い
て
教
え

て
も
ら
っ
た
。
貴
君
は
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
本
を
捜
す
な
ら
フ
ォ
ル
ク
ス
ク
ン
デ
と
い
わ
な
け
れ
ば
解
ら
ぬ
。
フ
ェ
ル
ケ
ル
ク
ン

デ
と
謂
え
ば
ド
イ
ツ
語
で
は
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
ま
た
は
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
な
る
の
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
国

で
は
二
つ
の
学
問
は
近
い
け
れ
ど
も
別
々
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
て
そ
の
名
称
の
相
違
が
、
ち
ょ
う
ど
二
つ
の
学
問
の
成
立
ち
と

相
互
関
係
と
を
適
切
に
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
じ
く
フ
ォ
ル
ク
ま
た
エ
ト
ノ
ス
（
民
族
）
に
関
す
る
智
識
で

あ
っ
て
も
、
一
方
は
単
数
の
形
を
使
っ
て
わ
が
民
族
の
こ
と
を
、
他
方
は
複
数
名
詞
で
多
く
の
民
族
、
自
国
以
外
の
異
人
種
の

生
活
を
、
概
括
し
て
研
究
す
べ
き
も
の
で
、
も
と
は
こ
の
通
り
は
っ
き
り
と
し
た
自
他
の
差
別
が
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（6
（

。

　

Ethnology

［
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
］
の
概
念
は
、
国
や
学
者
に
よ
っ
て
「
区
々
不
同
」
で
あ
る
た
め
、
特
にFolklore

［
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
］
と
の
差
異
に
つ
い
て
思
い
悩
ん
で
い
た
柳
田
に
、
ボ
ア
ス
教
授
は
「
民
俗
学
」
は
ド
イ
ツ
語
でV

olkskunde

［
フ
ォ
ル
ク
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ス
ク
ン
デ
］、「
民
族
学
」
はV

ölkerkunde

［
フ
ェ
ル
カ
ー
ク
ン
デ
］
と
言
う
こ
と
、
前
者
は
単
数V

olk

を
、
後
者
は
複
数

V
ölker

を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
英
語
で
は
「
民
俗
学
」folk-lore

と
「
民
族
学
」

ethnology

と
の
区
別
は
分
か
り
に
く
い
が
、
独
語
で
は
そ
れ
が
明
確
で
、
目
か
ら
鱗
の
感
を
柳
田
は
抱
い
た
よ
う
だ
。（
ち
な
み
に
、

独
語
のV

olks(V
ölker)-kunde

のK
unde

は
「
知
識
／
学
」
を
意
味
し
、
英
語
のlore

に
相
当
す
る
。
ま
た
英
語
のethnology

／
独
語

Ethnologie
は
ギ
リ
シ
ア
語
のethnos

［
エ
ト
ノ
ス
］「
民
族
／
群
衆
／
国
民
／
非
ギ
リ
シ
ア
人
／
異
教
徒
」
に
関
す
る
学
問
の
意
。）

　

ベ
ル
リ
ン
の
古
書
店
で
柳
田
が
遭
遇
し
た
ボ
ア
ス
教
授
（
フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ア
スFranz Boas

、
一
八
五
八
―
一
九
三
六
）
は
、
ド
イ

ツ
出
身
で
一
八
八
七
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
移
住
し
、
一
八
九
九
年
か
ら
亡
く
な
る
一
九
三
六
年
ま
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
教
授

を
勤
め
た
、
ア
メ
リ
カ
文
化
人
類
学
の
先
駆
者
で
あ
る（

（7
（

。
ち
ょ
う
ど
イ
ギ
リ
ス
人
類
学
に
お
け
る
Ｅ
・
Ｂ
・
タ
イ
ラ
ー
の
位
置
を
占

め
る
彼
は
、
口
承
の
物
語
を
古
い
文
化
の
鏡
と
捉
え
、
民
族
学
の
資
料
と
し
て
、
弟
子
と
共
に
昔
話
を
収
集
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
（『
菊
と
刀
』
で
有
名
な
文
化
人
類
学
者
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
彼
の
弟
子（
（7
（

）。

　

と
こ
ろ
で
ド
イ
ツ
語V

olk

［
フ
ォ
ル
ク
］（
英
語folk

）
は
、
中
世
ド
イ
ツ
語
の
「
人
々
／
民
衆
」volc

、
古
高
ド
イ
ツ
語
の
「
群

衆
／
傭
兵
隊
」folc

に
由
来
す
る
言
葉
で
、
ラ
テ
ン
語
の
「
民
衆
」plēbs

［
プ
レ
ー
ブ
ス
］
に
相
当
す
る（

（7
（

。plēbs

は
、「
貴
族
／
名

門
」
の
意
のnōbilitās

［
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
］
に
対
し
て
「（
ロ
ー
マ
）
市
民
／
平
民
／
民
衆
」
を
意
味
す
る（

（7
（

。
従
っ
て
、V

olk

に
は
、

元
来
、
柳
田
の
い
わ
ゆ
る
「
常
民
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
内
在
す
る
。
た
だ
、
ド
イ
ツ
で
は
、
十
五
・
六
世
紀
の
人
文
主
義
の
時
代
、

民
族
意
識
の
目
覚
め
と
と
も
に
、V

olk

に
は
言
語
・
文
化
・
歴
史
に
よ
っ
て
国
家
に
統
一
さ
れ
た
人
々
の
総
体
＝
「
民
族
」
の
意

味
が
加
わ
っ
た
。
そ
の
意
味
は
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
の
ロ
マ
ン
主
義
の
展
開
（
ヘ
ル
ダ
ー
等
）
の
中
で
定
着
し
、
最
終

的
に
、V
olk

に
は
民
族
と
民
衆
、
両
方
の
意
味
が
併
存
し
た（

（7
（

。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ク
ン
デ
（
民
俗
学
）
お
よ
び
フ
ェ

ル
カ
ー
ク
ン
デ
（
民
族
学
）
い
ず
れ
に
も
、V

olk

の
こ
の
二
つ
の
意
味
合
い
が
潜
ん
で
い
る
。
で
は
、
柳
田
自
身
は
、
当
時
の
日
本

に
あ
っ
て
、
彼
の
民
俗
学
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
た
の
か
。
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我
々
の
民
間
伝
承
論
が
、
こ
の
広
義
の
人
類
学
の
中
に
、
ど
れ
だ
け
の
領
域
を
現
在
は
持
っ
て
い
る
か
、
か
つ
ま
た
ど
れ
ま

で
の
役
目
を
果
す
の
が
相
当
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
不
幸
に
し
て
今
は
ま
だ
二
つ
の
別
々
の
問
題
で
あ
る
。
私
た
ち
は
実

着
の
歩
み
を
踏
み
し
め
て
行
く
た
め
に
、
特
に
ま
ず
一
国
民
俗
学
の
確
立
を
期
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
将
来
の
世
界
民
俗
学
の
素

地
を
用
意
し
、
こ
れ
に
働
く
人
々
の
習
練
に
資
す
る
を
順
序
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（『
民
間
伝
承
論（
（7
（

』）。

　

い
わ
ゆ
る
「
一
国
民
俗
学
」
の
提
唱
で
あ
る
。
日
本
の
民
俗
／
民
族V

olk

に
つ
い
て
「
実
着
の
歩
み
」
を
先
ず
は
固
め
る
べ
き

こ
と
を
柳
田
は
呼
び
か
け
、
他
の
諸
国
の
民
俗
／
民
族V
ölker

と
の
比
較
（
＝
民
族
学
あ
る
い
は
人
類
学
）、
換
言
す
れ
ば
、「
世
界

民
俗
学
」
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
措
く
べ
き
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
の
フ
レ
イ
ザ
ー
研
究
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

柳
田
の
視
界
か
ら
「
民
族
学
」［
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
］
や
「
人
類
学
」［
ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ
ジ
ー
］
が
完
全
に
消
え
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
昔
話
研
究
に
お
い
て
は
、
彼
自
身
、
民
族
学
的
な
比
較
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
た（

（7
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
一
国
（
民
族
）
の
民
間
信
仰
や
慣
習
や
儀
礼
な
ど
を
研
究
す
る
「
民
俗
学
」［
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
］
に
対
し
て
、「
民
族
学
」

［
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
］
は
複
数
の
民
族
の
そ
れ
を
比
較
し
、
さ
ら
に
「
人
類
学
」［
ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ
ジ
ー
］
は
そ
れ
ら
の
要
素
を
全
人
類

に
共
通
の
根
源
に
ま
で
遡
及
し
て
考
察
し
よ
う
と
す
る（

（7
（

。
そ
の
際
、
貴
重
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
自
然
民
族
の
文
化
で

あ
る
こ
と
を
、
十
九
世
紀
後
半
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
者
、
特
に
前
述
Ｅ
・
Ｂ
・
タ
イ
ラ
ー
は
論
証
し
た
。
こ

の
「
人
類
学
の
父
」
に
続
い
て
、
Ｊ
・
Ｇ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
は
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
古
典
学
や
聖
書
学
、
そ
れ
に
自
然
民
族
に
関
す
る

豊
か
な
情
報
を
背
景
に
考
察
を
深
め
、『
金
枝
篇
』
や
『
旧
約
聖
書
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
等
の
名
著
を
残
し
た
。
柳
田
は
そ
の
業
績

を
最
後
に
こ
う
総
括
す
る
。

　

フ
レ
イ
ザ
ー
の
ご
と
き
は
、
そ
の
師
タ
イ
ラ
ー
の
勇
猛
な
学
説
を
祖
述
し
て
、
い
わ
ゆ
る
文
明
の
中
に
残
留
す
る
野
蛮
の
痕
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跡
を
、
指
示
す
る
こ
と
最
も
丁
寧
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
著
『
旧
約
全
書
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
三
巻
に
至
っ
て
は
さ
ら
に
同
一
研

究
法
を
押
し
及
ぼ
し
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
昔
今
の
多
く
の
民
族
の
前
代
を
知
得
す
る
手
段
と
し
た
。
自
分
ら
を
し
て
言
わ
し
む
れ

ば
、
こ
れ
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
婚
約
で
あ
っ
た
（『
民
間
伝
承
論（
（7
（

』）。

　

民
俗
学
［
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
］
と
民
族
学
［
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
］
と
の
「
婚
約
」、
そ
れ
は
柳
田
に
と
っ
て
究
極
の
理
想
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

結
び
―
柳
田
國
男
の
晩
年

　

若
い
頃
、
森
鴎
外
や
新
渡
戸
稲
造
な
ど
か
ら
柳
田
は
西
洋
の
息
吹
を
直
接
浴
び
て
い
た
が
、
壮
年
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
を
経
て
、

晩
年
に
至
っ
て
も
、
彼
の
周
辺
に
は
、
西
洋
の
波
が
絶
え
ず
押
し
寄
せ
た
。
中
で
も
、
彼
の
学
問
の
位
相
を
見
る
上
に
、
岡
正
雄
と

石
田
英
一
郎
の
存
在
は
大
き
い
。

岡
正
雄

　

岡
正
雄
（
一
八
九
八
―
一
九
八
二
）
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
初
め
て
柳
田
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
翌
一
九
二
五
年
に
は
、
柳

田
を
中
心
に
、
民
族
学
／
民
俗
学
の
総
合
誌
『
民
族
』
を
創
刊
し
た
が
、
柳
田
邸
の
書
庫
を
手
伝
っ
た
あ
と
、『
民
族
』
を
休
刊
し
、

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、
渋
沢
敬
三
の
援
助
に
よ
っ
て
ウ
ィ
―
ン
大
学
で
民
族
学
を
学
び
、
同
大
学
か
ら
博
士
号
を
授
与
さ
れ
、

一
九
三
五
年
帰
国
し
た（

（7
（

。

　

一
九
三
八
年
、
岡
は
同
大
学
日
本
学
研
究
所
の
所
長
と
し
て
ふ
た
た
び
ウ
ィ
ー
ン
に
渡
り
、
一
九
四
〇
年
ま
で
同
地
に
滞
在
し
た
。

戦
後
、
日
本
民
族
学
協
会
理
事
長
と
し
て
も
活
躍
し
た
彼
は
、
論
文
「
日
本
民
俗
学
へ
の
二
、
三
の
提
案
」
の
中
で
こ
う
語
る
。
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日
本
民
俗
学
は
、
い
ま
ま
で
日
本
と
い
う
一
国
の
、
単
民
族
の
文
化
の
研
究
を
使
命
と
し
て
き
た
。
し
か
し
日
本
民
族
文
化

は
、
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
い
。
日
本
民
族
文
化
は
比
較
民
族
学
的
研
究
に
よ
っ
て
だ
ん
だ
ん
に
、
日
本
列
島
外
の
他
民
族
文

化
の
研
究
か
ら
多
民
族
文
化
の
研
究
、
す
な
わ
ち
比
較
民
族
学
的
研
究
に
進
む
傾
向
を
強
め
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
私
は
そ
う

な
る
の
が
必
要
で
も
あ
り
、
当
然
で
あ
る
と
思
う（

（8
（

。

　

一
国
民
俗
学
か
ら
比
較
民
族
学
へ
の
視
点
の
転
換
を
、
岡
は
こ
の
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
位
相
の
中
で
日
本
民
族

の
文
化
を
捉
え
る
こ
と
、
こ
の
方
向
性
は
柳
田
と
関
わ
り
の
深
い
も
う
一
人
の
人
物
に
よ
っ
て
さ
ら
に
具
体
的
に
推
進
さ
れ
た
。

石
田
英
一
郎

　

そ
の
人
物
、
石
田
英
一
郎
（
一
九
〇
三
―
一
九
六
八
）
は
大
正
十
三
／
十
四
（
一
九
二
四
／
二
五
）
年
に
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
で

行
わ
れ
て
い
た
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
（
大
阪
外
国
語
専
門
学
校
教
師
）
の
ロ
シ
ア
語
の
講
義
に
出
席
し
た
際
、
彼
か
ら
柳
田
国
男
、

折
口
信
夫
そ
し
て
フ
レ
イ
ザ
ー
の
こ
と
を
聞
き
、
民
族
学
や
人
類
学
に
対
す
る
関
心
を
呼
び
覚
ま
さ
れ
た（

（8
（

。
そ
の
後
、
昭
和
十
（
一

九
三
五
）
年
、
東
京
の
日
本
青
年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
柳
田
の
還
暦
記
念
日
本
民
俗
学
講
習
会
に
出
席
し
、
そ
の
折
、
ウ
ィ
ー
ン
か

ら
帰
国
し
て
直
後
の
岡
正
雄
と
知
り
合
い
、
勧
め
ら
れ
て
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
民
族
学
を
学
び
、
昭

和
十
四
年
に
留
学
を
終
え
て
帰
国
後
、
南
樺
太
や
中
国
の
華
北
、
内
蒙
古
等
で
実
地
調
査
を
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
学
会
誌
『
民

族
学
研
究
』
の
編
集
責
任
者
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
、
彼
は
同
誌
の
た
め
に
、
柳
田
国
男
と
折
口
信
夫
と
共
に
、

二
回
に
わ
た
っ
て
座
談
会
を
開
催
し
た（

（8
（

。
そ
れ
は
晩
年
の
柳
田
の
所
感
を
知
る
上
に
貴
重
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
石
田
は
柳
田
と
の
関
連
で
代
表
作
二
点
を
刊
行
し
た
。
一
つ
は
柳
田
の
『
山
島
民
譚
集
』（
１
）
中
の
「
河
童
駒
引
」（
一

九
一
四
／
一
九
四
二（
（8
（

）
を
土
台
に
執
筆
さ
れ
た
『
河
童
駒
引
考
』（
一
九
四
八（
（8
（

）
で
、
副
題
は
「
比
較
民
族
学
的
研
究
」、
他
の
一
冊
は
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柳
田
の
『
桃
太
郎
の
誕
生
』（
一
九
三
三
／
一
九
四
二（
（8
（

）
に
対
す
る
『
桃
太
郎
の
母
』（
一
九
五
六（
（8
（

）、
副
題
は
「
あ
る
文
化
史
的
研
究
」

で
あ
る
。『
河
童
駒
引
考
』
は
「
文
化
史
ま
た
は
人
類
文
化
史
の
復
原
」（
新
版
序
文
）
を
企
図
し
、「
第
一
版
序
文
」
に
よ
れ
ば
、「
河

童
駒
引
と
い
ふ
様
な
我
が
山
村
僻
陬
［
へ
き
す
う
］
の
民
間
伝
承
を
捉
へ
、
之
を
亜
欧
大
陸
の
東
西
に
亙
る
資
料
と
比
較
し
つ
つ
、

問
題
を
人
類
文
化
史
の
重
要
な
一
側
面
に
ま
で
展
開
せ
し
め
た
」
作
品
で（

（8
（

、
柳
田
の
「
一
国
民
俗
学
」
に
対
す
る
「
比
較
民
族
学
」

の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
『
桃
太
郎
の
母
』
所
収
の
同
名
の
論
文
で
は
、
柳
田
の
『
桃
太
郎
の
誕
生
』
を
念
頭
に
、
例
え
ば
「
処

女
懐
胎
」
の
テ
ー
マ
を
扱
い
、
わ
が
国
の
「
う
つ
ぼ
舟
」
伝
説
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
マ
リ
ア
崇
拝
を
比
較
し
て
い
る（

（8
（

。
ま
た

柳
田
の
提
示
し
た
「
小
サ
子
思
想
」
の
謎
を
解
く
鍵
を
ア
ジ
ア
大
陸
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
探
る（

（8
（

。
要
す
る
に
、
石
田
は
、
日
本
の
神

話
・
伝
説
・
昔
話
の
様
々
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
世
界
、
特
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
文
化
圏
と
の
深
い
結
び
付
き
か
ら
解
読
し
よ
う
と
す
る
。

そ
の
石
田
が
司
会
し
た
座
談
会
『
民
俗
学
か
ら
民
族
学
へ
』（
一
九
四
九
）（
先
述
）
の
中
で
、
当
時
七
十
四
歳
の
柳
田
は
、
彼
自
身

の
民
間
説
話
の
研
究
を
振
り
返
り
な
が
ら
こ
う
語
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
気
づ
い
た
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ン
ト
ロ
ポ
ス
の
共
通
性
、
種
族
相
互
間
の
説
明
し
え
ら
れ
ぬ
類
似
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
数
百
年
を
か
さ
ね
て
文
化
の
移
動
を
説
き
、
文
化
圏
を
説
き
、
諸
民
族
の
交
渉
と
い
う
こ
と
、
も
し
く
は
民
族
の

由
来
根
源
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
な
が
ら
、
こ
ん
な
に
は
っ
き
り
と
し
た
争
う
べ
か
ら
ざ
る
一
致
が
国
際
間
に
あ
っ
て
、
し

か
も
ま
だ
少
し
も
説
明
が
つ
か
な
い
。
こ
れ
な
ん
か
は
い
ち
ば
ん
は
っ
き
り
し
た
未
完
成
の
実
例
で
あ
り
ま
す
。［
…
…
］
と

に
か
く
民
間
説
話
の
世
界
的
一
致
は
、
い
つ
か
は
開
か
る
べ
き
現
代
の
深
秘
の
扉
で
あ
っ
て（

（9
（

［
…
…
］。

　

世
界
中
に
昔
話
の
類
話
が
分
布
す
る
の
は
何
故
な
の
か
、
こ
の
謎
を
解
明
す
る
作
業
は
様
々
な
視
点
（
多
元
発
生
説
／
移
動
説
等
）

か
ら
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
鍵
と
な
る
の
は
「
国
際
間
の
一
致
」
で
あ
り
、
解
明
に
は
比
較
民
族
学
的
・
文

化
人
類
学
的
な
考
察
が
必
須
で
あ
る
。
石
田
は
河
童
や
桃
太
郎
に
関
す
る
説
話
を
出
発
点
に
そ
れ
を
試
み
た
の
だ
が
、
一
方
、
柳
田
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は
土
台
と
な
る
べ
き
わ
が
国
の
伝
承
を
緻
密
か
つ
大
規
模
に
、
一
国
民
俗
学
と
し
て
、
収
集
し
整
理
し
公
刊
し
た
の
で
あ
る
（『
遠

野
物
語
』、『
山
島
民
譚
集
』、『
日
本
の
昔
話
』、『
日
本
昔
話
名
彙
』、『
日
本
伝
説
名
彙
』）。
座
談
会
を
舞
台
に
、
柳
田
と
石
田
は
、
右
に

見
る
よ
う
に
、
無
限
に
近
付
い
て
い
る
。

　

説
話
や
広
義
の
民
間
信
仰
―
例
え
ば
、
穀
物
霊
、
樹
木
崇
拝
等
―
に
関
し
て
考
察
を
進
め
る
上
に
、
一
国
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
多

国
の
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
車
の
両
輪
と
し
て
、
互
い
に
協
力
し
合
う
べ
き
こ
と
を
柳
田
は
強
く
意
識
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
が
、

世
界
の
民
族
学
［
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
］
あ
る
い
は
人
類
学
［
ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ
ジ
ー
］
に
寄
与
す
べ
く
、
足
元
を
固
め
る
た
め
に
、
彼
は

敢
え
て
日
本
民
俗
学
［
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
］
研
究
に
生
涯
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
柳
田
は
民
俗
学
に
関
し
て
、
か
ね
が
ね
、
そ
れ
が
「
随
筆
家
風
の
学
者
」（『
民
俗
学
の
話（
（9
（

』）
を
作
り
が
ち
で
あ
る
こ
と

に
危
機
感
を
抱
き
、
民
俗
学
を
「
サ
イ
エ
ン
ス
」（
学
問
）
と
し
て
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
に
苦
心
し
た
。
学
問
は
あ
る
種
の
体

系
が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。
柳
田
は
そ
の
た
め
に
モ
デ
ル
を
求
め
て
、
西
洋
の
学
問
を
意
識
し
て
体
系
的
に
研
究
し
た
。
彼
が
読

破
し
た
洋
書
文
献
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
１
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
「
歴
史
」
と
「
紀
行
文
」（
ヘ
ロ
ド
ト
ス
／
パ

ウ
サ
ニ
ア
ス
）、
２
ド
イ
ツ
の
「
文
学
」
と
「
文
献
学
」（
ハ
イ
ネ
／
グ
リ
ム
兄
弟
）、
３
イ
ギ
リ
ス
の
「
人
類
学
」（
フ
レ
イ
ザ
ー
）、
そ

し
て
４
フ
ラ
ン
ス
の
「
社
会
哲
学
」（
レ
ヴ
ィ
＝
ブ
リ
ュ
ー
ル
）、
を
主
に
覗
い
て
見
た
。
ま
た
柳
田
の
「
一
国
民
俗
学
」
を
「
比
較

民
族
学
」
へ
と
展
開
す
る
べ
く
努
力
し
た
岡
正
雄
と
石
田
英
一
郎
の
業
績
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
柳
田
が
心
血
を

注
い
で
研
究
し
た
西
洋
の
学
問
は
、
柳
田
民
俗
学
の
、
必
ず
し
も
目
立
た
な
い
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
形
成
し
て
い
る
。

　

最
近
ド
イ
ツ
で
は
、
民
俗
学
者
ク
ル
ト
・
ラ
ン
ケ
が
企
画
し
多
く
の
専
門
家
が
協
力
し
て
順
次
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
昔
話
百
科
事

典
』Enzyklopãdie des M

ãrchens

（
Ｅ
Ｍ
）
が
全
十
五
巻
で
完
結
し
た
（
一
九
七
七
～
二
〇
一
五
年（
（9
（

）。
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

学
際
化
に
対
応
す
べ
く
構
想
さ
れ
た
こ
の
『
事
典
』
は
、
物
語
を
含
め
た
全
世
界
の
民
俗
学
／
民
族
学
の
最
新
情
報
を
満
載
し
て
い

る
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
、
柳
田
が
か
つ
て
夢
見
て
い
た
『
事
典
』
と
も
言
え
る
。
そ
の
柳
田
が
没
し
て
す
で
に
半
世
紀
あ
ま
り
が
経
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過
し
た
現
在
、
こ
う
し
た
学
問
的
成
果
を
活
用
し
て
、
柳
田
が
切
り
拓
い
た
日
本
民
俗
学
を
ど
の
よ
う
に
世
界
の
民
族
学
へ
繋
げ
て

ゆ
く
か
、
そ
れ
は
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
託
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

　

主
要
テ
ク
ス
ト
／
参
考
文
献

＊
増
補
改
訂
『
柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年

＊『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
二
集
別
冊
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
、
平
成
十
年
三
月

＊
定
本
『
柳
田
國
男
集
』
別
巻
第
五
「
年
譜
」、
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
二
年
（
初
版
昭
和
四
六
年
）

＊
柳
田
國
男
『
故
郷
七
十
年
』（『
柳
田
國
男
全
集
』
二
一
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
）

＊
柳
田
國
男
『
青
年
と
学
問
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
七
（
初
版
一
九
七
六
）
年

＊
柳
田
國
男
『
民
間
伝
承
論
』
／
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』、
ち
く
ま
文
庫
『
柳
田
國
男
全
集
』
二
八
、
一
九
九
〇
年
、

＊『
柳
田
國
男
事
典
』
野
村
純
一
・
三
浦
佑
之
・
宮
田
登
・
吉
川
祐
子
編
、
勉
誠
出
版
、
平
成
一
〇
年
、

＊�Enzyklopãdie des M
ãrchens, hrsg. von K

urt Ranke, W
alter de Gruyter, Berlin/N

ew
 Y
ork, Bd. 1–15, 1977–2015.

（
以
下
、

EM

と
略
記
）

　

註

　
（
1
）　
『
柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』「
洋
書
の
部
」

　
（
2
）　
『
故
郷
七
十
年
』、
一
九
七
―
一
九
八
頁

　
（
3
）　

定
本
『
柳
田
國
男
集
』
別
巻
第
五
「
年
譜
」

　
（
4
）　
『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
口
承
文
芸
の
東
西
』、
高
木
昌
史
編
、
三
交
社
、
二
〇
〇
六
年

　
（
5
）　

以
下
の
引
用
は
、
柳
田
国
男
『
青
年
と
学
問
』（
岩
波
文
庫
）
／
『
民
間
伝
承
論
』、『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』（
ち
く
ま
文
庫
『
柳
田

國
男
全
集
』
二
八
）
に
拠
る
。
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（
6
）　

註
（
3
）「
年
譜
」

　
（
7
）　

野
口
芳
子
「
幕
末
に
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
を
訪
問
し
た
日
本
人
に
つ
い
て
」（『
昔
話
―
研
究
と
資
料
』
四
四
号
、
日
本
昔
話
学
会
、

二
〇
一
六
年
三
月
所
収

　
（
8
）　

高
木
昌
史
「
柳
田
國
男
と
グ
リ
ム
学
」（『
現
代
思
想
』
総
特
集
「
柳
田
國
男
」、
青
土
社
、
二
〇
一
二
年
十
月
、
所
収
）

　
（
9
）　
『
柳
田
國
男
事
典
』、
七
七
一
―
七
七
四
頁

　
（
10
）　
『
柳
田
國
男
事
典
』、
二
九
頁

　
（
11
）　

岡
倉
天
心
『
東
洋
の
理
想
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
〇
年

　
（
12
）　

小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
の
後
任
と
し
て
、
上
田
敏
ら
と
共
に
英
文
科
の
講
師
と
な
っ
た
。

　
（
13
）　
『
柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』「
洋
書
の
部
」

　
（
14
）　
『
故
郷
七
十
年
』、
一
九
九
頁

　
（
15
）　
『
青
年
と
学
問
』、
二
三
二
頁

　
（
16
）　
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』、
五
八
頁

　
（
17
）　

柳
田
の
プ
リ
ニ
ウ
ス
へ
の
言
及
は
こ
の
箇
所
の
み
で
あ
る
。

　
（
18
）　
「
歴
史
の
父
」
の
呼
称
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
著
述
家
キ
ケ
ロ
の
『
法
律
に
就
い
て
』（
一
・
一
・
五
）
に
拠
る
。
な
お
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス

に
関
し
て
は
、D
er kleine Pauly, Lexikon der A

ntike in fünf Bänden, D
eutscher T

aschenbuch V
erlag, M

ünchen, 
1975. Bd. 2, S. 1099-1103.(H

erodotos)/EM
, Bd. 6(1990), S. 851-855.(H

erodot)

参
照
。
邦
訳
と
解
説
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
』

上
・
中
・
下
、
松
平
千
秋
訳
、
岩
波
文
庫
、
昭
和
四
九
年
／
『
ヘ
ロ
ド
ト
ス
／
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
』（
中
央
公
論
社
「
世
界
の
名
著
」
５
、

昭
和
六
一
年
）、「
歴
史
叙
述
の
誕
生
」
村
川
堅
太
郎
／
ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
』
松
平
千
秋
訳
。

　
（
19
）　

柳
田
國
男
「
解
題
集
」
帝
国
文
庫
「
紀
行
文
集
」（
ち
く
ま
文
庫
版
『
柳
田
國
男
全
集
』
三
一
、
三
六
四
―
三
七
八
頁
）
／
『
柳
田

國
男
事
典
』、
三
九
七
頁

　
（
20
）　
『
民
間
伝
承
論
』、
三
二
一
頁

　
（
21
）　

パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
に
関
し
て
は
、Pausanias, D

escription of Greece, T
ranslated by W

. H
. S. Jones, H

arvard U
niversity 
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Press, Cam

bridge, M
assachusetts, London, England, 2005, 6vols, vol.1, ,p. ix-xxv(Introduction)/D

er kleine Pauly, 
Bd. 4, S. 570-572.(Pausanias)/EM

, Bd. 10(2002), S. 680-682. (Pausanias)

参
照
。
邦
訳
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
著
『
ギ
リ
シ
ア
案
内
記
』

上
・
下
、
馬
場
恵
二
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
一
／
一
九
九
二
年

　
（
22
）　

註
（
21
）EM

, Pausanias, S. 680-682.

　
（
23
）　Jam

es George Frazer, T
he Golden Bough. A

 Study in M
agic and Religion. A

 new
 abridgem

ent, Edited w
ith an 

Introduction by R
obert F

razer, O
xford U

niversity Press, London, N
ew
 Y
ork, 1994. (Introduction)/EM

, Bd. 
5(1987), S. 220-227.(Frazer)

　
（
24
）　

柳
田
國
男
「
旅
行
の
上
手
下
手
」（『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
二
九
巻
、
一
八
三
―
一
八
六
頁
）

　
（
25
）　
「
幽
冥
談
」（『
柳
田
國
男
全
集
』
ち
く
ま
文
庫
、
三
一
、
一
九
九
一
年
所
収
）、
六
〇
一
―
六
〇
二
頁

　
（
26
）　Gerhard H

öhn, H
eine-H

andbuch, J. B. M
etzlersche V

erlagsbuchhandlung, Stuttgart, 1987, S. 381-384.

　
（
27
）　a.a. O

., S.299-301.

　
（
28
）　

柳
田
は
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
台
湾
を
旅
行
し
た
。
詳
し
く
は
、『
柳
田
國
男
事
典
』、
七
二
九
―
七
三
三
頁
参
照

　
（
29
）　
『
青
年
と
学
問
』、
二
三
四
―
二
三
五
頁

　
（
30
）　
『
柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』、
五
六
一
頁

　
（
31
）　

註
（
26
）H

eine-H
andbuch, S.299.

　
（
32
）　
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』、
八
四
頁

　
（
33
）　

グ
リ
ム
兄
弟
の
昔
話
収
集
と
体
系
的
研
究
に
関
し
て
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
『
メ
ル
ヘ
ン
へ
の
誘
い
』、
高
木
昌
史
訳
、
法

政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
一
年
、
一
〇
一
頁
参
照
。

　
（
34
）　

高
木
昌
史
『
グ
リ
ム
兄
弟
と
日
本
昔
話
』、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
五
年
、「
序
」。

　
（
35
）　

ア
フ
ァ
ナ
シ
ェ
フ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』、
高
木
昌
史
編
、
五
五
―
五
七
頁
「
ロ
シ
ア
」

　
（
36
）　

キ
ャ
ン
ベ
ル
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
同
書
、
四
一
二
―
四
一
六
頁
「
ケ
ル
ト
系
」

　
（
37
）　

グ
リ
ム
童
話
の
語
り
部
に
関
し
て
は
、『
決
定
版
グ
リ
ム
童
話
事
典
』、
高
木
昌
史
編
著
、
三
三
〇
―
三
三
三
頁
参
照
。
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（
38
）　

同
書
、
三
三
七
―
三
三
九
頁

　
（
39
）　

レ
ク
ラ
ム
版K

H
M

第
三
巻

　
（
40
）　
『
昔
話
採
集
手
帖
』、
民
間
伝
承
の
会
、
昭
和
十
一
年
八
月

　
（
41
）　
『
日
本
昔
話
名
彙
』
柳
田
國
男
監
修
／
日
本
放
送
協
会
編
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
四
七
年

　
（
42
）　
『
青
年
と
学
問
』、
二
〇
九
頁

　
（
43
）　

他
に
タ
イ
ラ
―
著
『
人
類
の
初
期
の
歴
史
と
文
明
の
発
展
の
研
究
』T

ylor, Researches into the early history of m
ankind 

and the developm
ent of civilization, N

ew
 Y
ork, 1878.

　
（
44
）　EM

, Bd.5, S.220-227.

　
（
45
）　

イ
ギ
リ
ス
人
類
学
派
に
関
し
て
詳
し
く
は
、EM

, Bd. 1, S. 586-591.(A
nthropologische T

heorie)

参
照
。
柳
田
は
特
に
、
Ａ
・

ラ
ン
グ
、
Ｅ
・
ク
ロ
ッ
ド
、
Ｇ
・
Ｌ
・
ゴ
ン
ム
、
Ｅ
・
Ｓ
・
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
研
究
し
た
。

　
（
46
）　
『
増
補
改
訂
柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』
五
一
七
、
五
二
三
、
五
二
四
、
五
三
〇
、
五
四
二
頁

　
（
47
）　

註
（
23
）Frazer, T

he Golden Bough, p. xliv.(Select Bibliography)

　
（
48
）　

田
中
藤
司
「
柳
田
文
庫
所
蔵
読
了
自
記
洋
書
目
録
・
略
年
表
」（『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
二
集
別
冊
、
成
城
大
学
民
俗
学
研

究
所
、
平
成
十
年
三
月
所
収
）

　
（
49
）　

前
掲
誌
、
一
六
頁

　
（
50
）　
『
海
上
の
道
』（
昭
和
三
六
年
）（
ち
く
ま
文
庫
版
１
）、「
稲
の
産
屋
」
の
章

　
（
51
）　
「
国
語
史
の
た
め
に
」（
昭
和
二
八
年
）、『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
二
九
巻
、
二
一
〇
頁

　
（
52
）　
「
倉
稲
魂
考
」（
未
完
草
稿
）、『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
三
一
巻
、
一
五
九
―
一
六
〇
頁

　
（
53
）　
『
神
樹
篇
』（
昭
和
二
八
年
）、『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
十
一
巻
、
一
七
六
頁

　
（
54
）　
『
信
州
随
筆
』（
昭
和
十
一
年
）、『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
二
二
巻
、
二
三
五
頁

　
（
55
）　

伊
藤
幹
治
「
柳
田
國
男
と
Ｊ
・
Ｇ
・
フ
レ
ー
ザ
ー
の
『
金
枝
篇
』（
訳
書
）（『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
二
集
「
別
冊
」
所
収
）

等
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（
56
）　
『
青
年
と
学
問
』、
二
〇
六
―
二
〇
七
頁

　
（
57
）　EM

, Bd. 8(1996), S. 1002-1005.(Lévy-Bruhl)
　
（
58
）　Lévy-Bruhl, Prim

itive m
entality, tr.by Lilian A

. Clare, London, 1923, p.12.
　
（
59
）　

柳
田
文
庫
に
は
、
レ
ヸ
・
ブ
ル
ュ
ル
「
未
開
社
会
の
思
惟
」、
山
田
吉
彦
訳
、
小
山
書
店
、
一
九
三
五
年
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同

書
は
、
現
在
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年

　
（
60
）　

柳
田
は
、
同
書
英
訳
簡
約
版
Ｗ
・
ヴ
ン
ト
『
民
族
心
理
学
原
理
』W

ilhelm
 W
undt, Elem

ents of Folkpsychology, London, 
1916

を
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
六
月
に
読
了
し
、
同
年
翌
月
再
読
を
開
始
し
て
い
る
（
前
掲
「
読
了
自
記
」
二
一
頁
）。

　
（
61
）　
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』、
三
一
頁

　
（
62
）　

註
（
57
）EM

, Bd. 8, S.1004.

　
（
63
）　C.G. Jung, D

er Begriff des kollektiven U
nbew

ussten, (T
aschenbuchausgabe in elf Bãnden. H

rsg. von Lorenz 
Jung, 4. A

ufl., D
eutscher T

aschenbuch V
erlag, M

ünchen, 1993, A
rchetypen) S. 45.

邦
訳
、
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
『
元
型
論
』、

林
道
義
訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
八
二
年
、
一
〇
頁

　
（
64
）　

註
（
63
）a.a. O

., S.45

／
邦
訳
、
一
〇
頁

　
（
65
）　

高
木
昌
史
『
グ
リ
ム
童
話
と
日
本
昔
話
』、
第
七
章
「
比
較
民
話
―
研
究
の
歴
史
」
参
照

　
（
66
）　

レ
ヴ
ィ
・
ブ
リ
ュ
ー
ル
『
未
開
社
会
の
思
惟
』（
岩
波
文
庫
版
）、
一
五
頁

　
（
67
）　
『
青
年
と
学
問
』、
一
八
四
頁

　
（
68
）　
『
昔
話
覚
書
』（『
柳
田
國
男
全
集
』
一
三
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
）、
五
八
八
頁

　
（
69
）　
『
青
年
と
学
問
』、
二
三
〇
頁

　
（
70
）　EM
, Bd.2(1979), S. 540-542. (Franz Boas)

　
（
71
）　

石
田
英
一
郎
司
会
の
対
談
「
民
俗
学
か
ら
民
族
学
へ
」
の
中
で
、
柳
田
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
『
菊
と
刀
』
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ
て

い
る
。（『
民
俗
学
に
つ
い
て
』
第
二
、
柳
田
國
男
対
談
集
、
筑
摩
叢
書
四
六
、
昭
和
五
〇
（
初
版
四
〇
）
年
、
八
〇
―
八
二
頁

　
（
72
）　D

er große D
uden, Etym

ologie, D
udenverlag, M

annheim
/Zürich, 1963, S. 746-747. (V

olk)
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（
73
）　M

enge-Güthling, Langenscheidts Großw
örterbuch, Lateinisch-D

eutsch, Langenscheidt, Berlin/M
ünchen/W

ien/
Zürich, 1988, S. 574. (plebs)/S. 503. (nobilitas)

　
（
74
）　

註
（
72
）S. 746-747/Ingeborg W

eber-K
ellerm

ann, A
ndreas C

. B
im
m
er, E

inführung in die V
olkskunde/

Europãische Ethnologie, J. B. M
etzlersche V

erlagsbuchhandlung, Stuttgart, 1985, S. 17-33.

　
（
75
）　
『
民
間
伝
承
論
』、
二
六
八
―
二
六
九
頁

　
（
76
）　

前
掲
対
談
（
註
71
）「
民
俗
学
か
ら
民
族
学
へ
」
の
「
民
間
説
話
の
研
究
」
の
項
（
六
〇
―
六
二
頁
）、
な
お
柳
田
は
同
対
談
の
中
で
、「
二

つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
［
民
俗
学
／
民
族
学
］
は
末
は
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
私
た
ち
の
夢
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
（
八
三
頁
）。

　
（
77
）　EM

, Bd. 1(1977), S. 586–591.(A
nthropologische T

heorie)

　
（
78
）　
『
民
間
伝
承
論
』、
二
三
七
頁

　
（
79
）　
『
柳
田
國
男
事
典
』、
七
四
二
―
七
四
四
頁
（
岡
正
雄
）

　
（
80
）　

岡
正
雄
「
日
本
民
俗
学
へ
の
二
、
三
の
提
案
」（
岡
正
雄
論
文
集
『
異
人
そ
の
他
』、
大
林
太
良
編
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
）、

一
八
六
―
一
八
七
頁

　
（
81
）　

石
田
英
一
郎
『
桃
太
郎
の
誕
生
―
あ
る
文
化
史
的
研
究
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
二
年
、「
年
譜
」

　
（
82
）　

註
（
71
）『
民
俗
学
に
つ
い
て
』
所
収

　
（
83
）　
『
山
島
民
譚
集
』（
一
）（
二
）（
三
）（
ち
く
ま
文
庫
版
『
柳
田
國
男
全
集
』
５
所
収
）

　
（
84
）　

石
田
英
一
郎
『
新
版
河
童
駒
引
考
―
比
較
民
族
学
的
研
究
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年

　
（
85
）　
『
桃
太
郎
の
誕
生
』（
ち
く
ま
文
庫
版
『
柳
田
國
男
全
集
』
一
〇
所
収
）

　
（
86
）　

石
田
英
一
郎
『
桃
太
郎
の
母
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
二
年

　
（
87
）　

石
田
英
一
郎
『
新
版
河
童
駒
引
考
』、「
新
版
序
文
」
一
一
頁
、「
第
一
版
序
文
」
一
七
頁

　
（
88
）　

石
田
英
一
郎
『
桃
太
郎
の
母
』、
一
八
五
―
一
八
八
頁

　
（
89
）　

同
書
、
一
九
五
―
一
九
六
頁

　
（
90
）　
『
民
俗
学
に
つ
い
て
』、
六
〇
―
六
一
頁
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（
91
）　
『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
二
四
巻
、
昭
和
六
二
年
、
四
九
三
頁

　
（
92
）　Enzyklopãdie des M

ãrchens(EM
)　

本
『
事
典
』
は
柳
田
が
活
用
し
た
Ｊ
・
ボ
ル
テ
／
Ｌ
・
マ
ッ
ケ
ン
ゼ
ン
編
『
ド
イ
ツ
昔
話

辞
典
』H

andw
örterbuch des deutschen M

ãrchens, hrsg. von Johannes Bolte und Lutz M
ackensen, W

alter de 
Gruyter, Berlin, Bd. 1, 1933/Bd. 2, 1940

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
混
乱
の
中
、
第
二
巻
Ｇ
の
項
で
頓
挫
し
た
後
に
、
Ｋ
・
ラ
ン

ケ
が
企
画
し
、
多
数
の
専
門
家
の
協
力
で
完
成
さ
れ
た
。
い
わ
ば
柳
田
の
夢
を
実
現
し
た
『
事
典
』
で
あ
る
（『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』、

七
六
頁
）。

［
付
記
］　

本
稿
は
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
六
月
十
日
（
土
曜
、
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
）
に
開
催
さ
れ
た
成
城
大
学
民
俗
学

研
究
所
・
平
成
二
十
九
年
度
公
開
講
演
会
／
成
城
学
園
創
設
百
周
年
記
念
講
演
会
で
発
表
さ
れ
た
「
柳
田
國
男
と
西
洋
の
学
問
」
の
原
稿
で

あ
る
。

　

当
日
、
講
演
を
聴
講
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、
ま
た
講
演
に
際
し
お
世
話
に
な
っ
た
民
俗
学
研
究
所
所
長
、
松
崎
憲
三
氏
と
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

講
演
の
最
後
に
、
柳
田
國
男
が
同
時
代
の
学
問
に
関
す
る
情
報
を
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
の
か
に
つ
い
て
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
即
座
に

は
回
答
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
こ
で
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

柳
田
は
西
洋
の
学
問
動
向
を
知
る
た
め
に
、
民
俗
学
・
民
族
学
関
係
の
年
鑑
や
学
術
雑
誌
（
英
語
、
独
語
、
仏
語
）
を
多
数
購
読
し
て
い

ま
し
た
。
例
え
ば
、
ベ
ル
リ
ン
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
民
俗
学
学
会
誌
』Zeitschrift des V

ereins fũr V
olkskunde, Berlin

は
、
一
八

九
一
年
の
第
一
巻
か
ら
柳
田
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
滞
在
期
の
第
三
四
巻
（
一
九
二
三
年
）
ま
で
揃
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
発
表
さ
れ
た
諸
論
文
か
ら
、

彼
は
同
時
代
の
貴
重
な
情
報
を
獲
得
し
ま
し
た
。
彼
の
学
問
に
と
っ
て
、
年
鑑
や
雑
誌
が
い
か
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
か
が
窺
わ
れ

ま
す
。（
増
補
改
訂
『
柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』
参
照
）

�

（
成
城
大
学
名
誉
教
授

民
俗
学
研
究
所
元
所
員
）




